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資料4－5－1  

厚生労働省発食安第1106002号  

平成19 年11月 6・日  

薬事・食品衛生審議会   

会長 望月 正隆 殿   

厚生労働大臣  

諮 問 書  

食品衛生法（昭和22年法律第233号）第11条第1項の規定に基づき、下記の  

事項について、 貴会の意見を求めます。  

記  

次に掲げる農薬の食品中の残留基準設定について  

クロルフェナビル   
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資料4－5－2  

平成20年3月3日  

薬事・食品衛生審議会   

食品衛生分科会長 吉倉 廣 殿  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会   

農薬・動物用医薬品部会長 大野 泰雄  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会  

農薬・動物用医薬品部会報告について   

平成19年1］＿月6日厚生労働省発食安第1106002号をもって諮問された、食  

品衛生法（昭和22年法律第233号）第11条第1項の規定に基づくクロルフェナビ  

ルに係る食品規格（食品中の農薬の残留基準）の設定について、当部会で審議を行った  

結果を別添のとおり取りまとめたので、これを報告する。  
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（別添）  

クロルフェナビル  

1．品目名：クロルフェナビル（Chlorfenapyr）  

2．用途：殺虫剤   

ピロール環を有する殺虫剤である。作用機構はミトコンドリアにおける酸化的リン  

酸化を阻害することにより作用すると考えられている。  

3．化学名   

4－bromo－2一（4－Chlorophenyl）一卜ethoxymethyl－5－trifluoromethylpyrrole－3－Carbo  

nitrile（IUPAC）   

4－bromo－2－（4－Chlorophenyl）一卜（ethoxymethylト5－（trifluoromethyl）－1JF－pyrrOle   

－3－Carbonitrile（CAS）  

4．構造式及び物性  

CH20C2H5  

分子式  

分子量  

水溶解度  

分配係数   

C15HllBrCIF3N20  

407．6  

0．12mg／L（25℃）  

logl。Pow＝4．83（25℃）  

（メーカー提出資料より）   
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5．適用病害虫の範囲及び使用方法   

本薬の適用病害虫の範囲及び使用方法は以下のとおり。  

となっているものについては、今回農薬  適用病害虫名  用時期   作物名  

取締法（昭和23年法律第82号）に基づく適用拡大申請がなされたものを示している。  

10％クロルフェナビルフロアブル  

クロルフェナビル  

作物名   適用病害虫名  希釈倍数  使用液量   使用時期   
本剤の  

を含む農薬の  

使用回数   

キンモンホソガ  
2000倍   

ナミハダニ  

りんご  収穫3日前まで   
リンゴサビダニ  

2000～  
ヨモギェダシヤク  

4000倍   
ミカンキイロアザミウマ  

モモハモクリガ  

もも  カンザワハダニ  収穫前日まで  

ナミハダニ  

モモサビダニ   

ナミハダニ  
2000倍   

おうとう   カンザワハダニ  

チャノキイロアザミウマ  

ナミハダニ  200～  

700L／10a  
2回以内  散布  2回以内  

カンザワハダニ  

ハスモンヨトウ  

ぶどう       チャノキイロアザミウマ  
2000～  

フタテンヒメヨコ／くイ  

4000倍   
ミカンキイロアザミウマ  収穫14日前まで  

カキクダアザミウマ  

カキノヘタムシガ  

ナミハダニ  2000倍  

カンザワハダニ  
かき  

イラガ類  

2000～  
チャノキイロアザミウマ  

4000倍  

カキサピグニ  4000倍t   
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10％クロルフェナビルフロアブル（つづき）  
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10％クロルフェナビルフロアブル（つづき）  

クロルフェナビル  

作物名   適用病害虫名  希釈倍数  使用液量   使用時期   
本剤の  

を含む農薬の  

使用回数   

ミナミキイロアザミウマ  

ミカンキイロアザミウマ  

チャノホコリダニ  

なす  ハダニ類  

オオタバコガ  収穫前日まで   

ハスモンヨトウ  

ヨトウムシ   

ピーマン   ミカンキイロアザミウマ  

ミナミキイロアザミウマ  

オオタバコガ  甘長とうがらし  

コナガ  

アオムシ  

クマナギンクワバ  

ハスモンヨトウ  
2回以内   2回以内  

キャベツ  
ヨトウムシ  

収穫7日前まで  

シロイチモンジョトウ  100～  

オオタバコガ  
2000倍  

300L／10a  
散布  

ハイマダラノメイガ   

コナガ  

アオムシ  ブロッコリー  

ヨトウムシ   

茎ブロッコリー   アオムシ  収穫前日まで   

なばな  ハスモンヨトウ  

コナガ  

はくさい  アオムシ  収穫7日前まで  

ヨトウムシ   

さんとうさい   コナガ  1回  1回   

コナガ  
だいこん  

アオムシ  
収穫14日前まで  2回以内  2回以内   

チンゲンサイ   コナガ  収穫7日前まで   

コナガ  1回  1回   
こまつな  収穫14日前まで   

アオムシ  
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10％クロルフェナビルフロアブル（つづき）  

クロルフェナビル  

作物名   適用病害虫名  希釈倍数  使用液量   使用時期   
本剤の 使用回数   

使用方法   を含む農薬の  

総使用回数   

散布  

但し花穂の発  

生期にはマル  
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10％クロルフェナビルフロアブル（つづき）  

クロルフェナビル  

作物名   適用病害虫名  希釈倍数  使用液量   
本剤の  

使用時期  
使用回数   

を含む農薬の  

総使用回数   

ハダニ類  
アスパラガス  

オオタバコガ   
収穫前日まで   

ハスモンヨトウ  100～  
ふき  

′、ダニ額  300L／10a  
収穫7日前まで   

ヨトウムシ  
てんさい  

2回以内   2回以内  

ハダニ類   

2000倍  200～  

ゴレンシ  カンザワハダニ   700L／10a   
収穫14日前まで  

メキャベツ  ハスモンヨ 収穫7日前まで   

菓にんにく   ハダニ類  

みつば  ハスモンヨトウ   
1回  1回  

セルリー   
収穫14日前まで  

ヨトウムシ  

コリアンダー（葉）  ハスモンヨトウ   

ししとう  ヒラかナアザミウマ  4000倍  

にがうり  ミナミキイロアザミウマ   収穫前日まで 

実えんどう   

ハスモンヨトウ  エンサイ  100～  収穫3日前まで   

300L／10a  
散布  

やなぎたで  

つわぶき   ハダニ類   
収穫14日前まで  

ミカンキイロアザミウマ  

食用ぎく  
ミナミキイロアザミウマ  

ハダニ類  
収穫7日前まで   

オオタバコガ  2回以内  2回以内  

食用プリムラ  ハスモンヨトウ  
2000倍  

収穫14日前まで   

かぼちや  
（日本かぼちゃ）   

収穫前日まで   

チャノミドリヒメヨコ／くイ  

チャノキイロアザミウマ  

カンザワハダニ  

チャノナガサビダニ  200～  
茶  摘採7日前まで   

チャノホコリダニ  400L／10a  

ヨモギェダシヤク  

チャノコカクモンハマキ  

マダラカサハラハムシ  
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10％クロルフェナビルフロアブル（つづき）  

使用  
クロルフェナビル  

適用場所  作物名  適用病害虫名  使用量  
本剤の  

液量   使用時期   使用回数   方法  
を含む農薬の  

総使用回数   

温室、ガラス室等  
常温  

2回以内  
煙霧   

2回以内  
密閉できる場所   

10％クロルフェナビルフロアブル（つづき）  

クロルフェナビル  

作物名   適用病害虫名  希釈倍数  使用液量   使用時期   
本剤の  

使用回数   
を含む農薬の  

総使用回数   

ハダニ類  
いちご  

団～  

ハスモンヨトウ   300L／10a   
収穫前日までI   

ミカンキイロアザミウマ  

はうがらし痢   ミナミキイロアザミウマ  
150～  

300L／10a   
収穫前日まで   

オオタバコガ  

巨頭   コナガ  
2000倍  収穫前日まで   

tさやえんどうl  ハスモンヨトウ   
匪銅メキャベツ  

100～  

300L／10a  
収穫7日前まで   

けいぜんじなl  ナミハダニ ヨトウムシ  2回以内   2回以内  

キンモンホソガ  

ナミハダニ  
200～  

りんご  
700L／10a   

収穫前日までI  
散布  

2000～  
リンゴサビダニ  

4000倍   

ハスモンヨトウ  

匪結球レタス】   オオタバコガ  

ヨトウムシ   収穫3日前まで   

糎あぶらな鰻薫司  
100～  

廟．ひろしま描くり   
コナガ  300L／10a  1回  1回   

アオムシ  2000倍  
ひろしまな  

巨亘司  
収穫3日前まづ   

2回以内  
200～  

2回以内   

収穫14日前まで   
700L／10a  

匹亘∃  ／けナツヤオサゾウムシ        匡亘璽  アザミウマ類    川  

100′、  

300L／10a   
収穫3日前まで   1回  1回   
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6．作物残留試験   

（1）分析の概要   

①分析対象の化合物  

・クロルフェナビル  

・4－ブロモー2－（4－クロロフェニル）－5－トリフルオロメチルピロールー3－カルポ  

ニトリル（代謝物PY）  

・2－（4一クロロフェニル）一トエトキシメチルー5－トリフルオロメチルピロー  

ルー3－カルポニトリル（代謝物M4H）  

CN  

CN  

CH20C2H5  

代謝物M4H  代謝物PY  

②分析法の概要   

試料をアセトン抽出し、n－ヘキサンに転溶後、フロリジルカラムクロマトグラ  

フィーで精製し、ガスクロマトグラフ（NPD又はECD注））で定量する。代謝物につ  

いては、n－ヘキサンに転溶後、固相抽出ミニカラムで精製し、メチル化しガスタロ  

マトグラフ（ⅣD）で定量する。代謝物の分析値については、クロルフェナビルに換  

算した値で示した。   

注）NPD：Nitrogen Phosphorus Detector（窒素リン検出器）  

ECD：Electron Capture Detector（電子捕獲検出器）  

定量限界クロルフェナビル：0．004～0．3ppm  

代 謝 物 P Y：0．006～0，02ppm  

代謝物M4 H：0．006ppm  

（2）作物残留試験結果  

⑧かき以降の作物残留試験については、代謝物PY及び代謝物M4Hについて分   

析が実施されていないことから、クロルアェナビルの分析値のみを記載している。  

（Dりんご  

りんご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2，000   

倍希釈液を計2回散布（500L／10a）したところ、散布後21～42日の最大残留量注）   

は以下のとおりであった。  

クロルフェナビル：0．291、0．108ppm  

代 謝 物 P Y：く0．006、〈0．006ppm  

りんご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2，000  
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倍希釈液を計2回散布（500L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留量は  

以下のとおりであった。   

クロルフェナビル：0．38、0．420ppm   

代 謝 物 P Y：〈0．006、く0．006ppm  

りんご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2，000  

倍希釈液を計2回散布（400，600L／10a）したところ、散布後1～21日の最大残留  

量は以下のとおりであった。   

クロルフェナビル：0．60、0．69ppm  

②だいこん  

だいこん（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、 10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残   

留量は以下のとおりであった。  

クロルフェナビル：0．014、0．02ppm  

代 謝 物 P Y：く0．006、く0．006ppm  

代謝物M4 H：く0．006、く0．006ppm  

だいこん（菓部）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残   

留量は以下のとおりであった。  

クロルフェナビル：0．27、1．42ppm  

代 謝 物 P Y：0．012、0．O19ppm  

③キャベツ  

キャベツ（葉球）を用いた作物残留試験（2例）において、 10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留   

量は以下のとおりであった。  

クロルフェナビル：0．124、0．22ppm  

代 謝 物 P Y：く0．006、く0．006ppm  

代謝物M4 H：〈0．006、く0．006ppm  

④なす  

なす（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2，000   

倍希釈液を計2回散布（300，200L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留   

量は以下のとおりであった。  

クロルフェナビル：0．324、0．164ppm  

代 謝 物 P Y：く0．006、く0．006ppm  

⑤きゆうり  

きゆうり（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 10％フロアブルの  
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2，000倍希釈液を計2回散布（300L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留  

量は以下のとおりであった。   

クロルフェナビル：0．166、0．118ppm   

代 謝 物 P Y：く0．006、く0．006ppm  

⑥はくさい  

はくさい（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、 10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留   

量は以下のとおりであった。  

クロルフェナビル：0．14、0．09ppm  

代 謝 物 P Y：く0．006、く0．006ppm  

⑦茶  

茶（荒茶）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2，000   

倍希釈液を計2回散布（400L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は   

以下のとおりであった。  

クロルフェナビル：30．8、15．8ppm  

代 謝 物 P Y：0．37、0．09pp血  

茶（浸出液）を用いた作物残留試験（2例）において、 10％フロアブルの2，000   

倍希釈液を計2回散布（400L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は   

以下のとおりであった。  

クロルフェナビル：0．36、0．22ppm  

代 謝 物 P Y：〈0．02、く0．02ppm  

茶（荒茶）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2，000   

倍希釈液を1回散布（400L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は以   

下のとおりであった。  

クロルフェナビル：20，3、28．6ppm  

茶（浸出液）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2，000   

倍希釈液を1回散布（400L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は以   

下のとおりであった。  

クロルフェナビル：0．38、0．64ppm  

⑧かき  

かき（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2，000   

倍希釈液を計2回散布（500L／10a）したところ、散布後14～28日の最大残留量は   

0．39、0．14ppmであった。  

⑨いちご  

いちご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2，000  
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倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後22，57日の最大残留量は  

0．04、0．03ppmであった。  

いちご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2，000  

倍希釈液を計2回散布（200，250L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留  

量は0．30、1．54ppmであった。  

⑩なし  

なし（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2，000   

倍希釈液を計2回散布（500L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は   

0．35、0．28ppmであった。  

⑪レタス  

レタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2，000   

倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は   

0．21、0．09ppmであった。  

⑫てんさい  

てんさい（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアプルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留   

量は0．12、0．05ppmであった。  

⑬ブロッコリー  

ブロッコリー（花膏）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブル   

の2，000倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大   

残留量は0．174、0．420ppmであった。  

⑭みかん  

みかん（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2，000   

倍希釈液を計2回散布（500L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は0．07、   

0．03ppmであった。  

みかん（果皮）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2，000   

倍希釈液を計2回散布（500L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は2．24、   

0．74ppmであった。  

みかん（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの33．3   

倍希釈液を計2回常温煙霧（10L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量   

はく0．02、く0．02ppmであった。  

みかん（果皮）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの33．3   

倍希釈液を計2回常温煙霧（10L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量   

は3．90、1．69ppmであった。  
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⑮なっみかん  

なっみかん（果実全体）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアプ   

ルの2，000倍希釈液を計2回散布（500L／10a）したところ、散布後1～7日の最大   

残留量は0．35、0．73ppmであった。  

なっみかん（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（500L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留   

量はく0．01、く0．01ppmであった。  

なっみかん（果皮）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（500L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留   

量は1．14、2．32ppmであった。  

⑯ゆず  

ゆず（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアプルの2，000   

倍希釈液を計2回散布（500L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は0．26、   

0．48ppmであった。  

⑰もも  

もも（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2，000   

倍希釈液を計2回散布（500L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は〈0．01、   
く0．01ppmであった。  

もも（果皮）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2，000   

倍希釈液を計2回散布（500L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は3．52、   

2．22ppmであった。  

⑱ピーマン  

ピーマン（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留   

量は0．20、0．36ppmであった。  

⑲チンゲンサイ  

チンゲンサイ（葉茎）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブル   

の2，000倍希釈液を1回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残   

留量は1．38、0．52ppmであった。  

⑳オクラ  

オクラ（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2，000   

倍希釈液を計1回又は2回散布（150L／10a）したところ、散布後1～3日の最大残   

留量は0．22、0．30ppmであった。  

⑳おうとう  

おうとう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの  
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2，000倍希釈液を計2回散布（500L／10a）したところ、散布後14～22日の最大残  

留量は0．32、0．12ppmであった。  

㊧あずき  

あずき（乾燥子美）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留   

量はく0．01、く0．01ppmであった。  

⑲葉ねぎ  

菓ねぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2，000   

倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は  

1．30、0．74ppmであった。  

⑳根深ねぎ  

根深ねぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、 10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留   

量は0．90、0．82ppmであった。  

⑮トマト   

トマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2，000   

倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は0．09、   

0．12ppmであった。  

⑲ぶどう  

ぶどう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2，000   

倍希釈液を計2回散布（350L／10a）したところ、散布後14～30日の最大残留量は   

0．08、0．84ppmであった。  

ぶどう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2，000   

倍希釈液を計2回散布（333，300L／10a）したところ、散布後14～45日の最大残   

留量は2．39、0．83ppmであった。  

ぶどう（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、 10％フロアブルの40   

倍希釈液を計2回散布（6L／10a）したところ、散布後14～45日の最大残留量は0．16   

ppmであった。  

ぶどう（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、10％フロアブルの85   

倍希釈液を計2回散布（12．8L／10a）したところ、散布後14～30日の最大残留量   

は0．27ppmであった。  

⑳さといも  

さといも（塊茎）を用いた作物残留試験（1例）において、10％フロアブルの  
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2，000倍希釈疲を計3回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留  
量はく0．005ppmであった。ただし、この試験は適用範囲内で行われていない。  

さといも（塊茎）を用いた作物残留試験（1例）において、 10％フロアブルの  

2，000倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留  

量は0．006ppmであった。  

さといも（葉柄）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの  

2，000倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留  

量は0．50、0．08ppmであった。  

⑳アスパラガス  

アスパラガス（茎）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（300L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留   

量は0．20、0．02ppmであった。  

⑳ふき  

ふき（葉柄）を用いた作物残留覿験（2例）において、 10％フロアブルの2，000   

倍希釈液を計2回散布（150L／10a）したと◆ころ、散布後7～21日の最大残留量は   

0．22、0．34ppmであった。  

⑳いちじく  

いちじく（可食部）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留   

量は0．20、0．48ppmであった。  

いちじく（可食部）を用いた作物残留試験（1例）において、10％フロアプルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留   

量は0．45ppmであった。  

㊧すいか  

すいか（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2，000   

倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量はく0．01、   

〈0．01ppmであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。  

⑳こまつな  

こまつな（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を1回散布（200L／10a）したところ、散布後3～21日の最大残留量   

は2．84、2．28ppmであった。  

こまつな（茎葉）を用いた作物残留試験（1例）において、10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を1回散布（200L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留量  
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は1．22ppmであった。  

⑲みょうが  

みょうが（花穂）を用いた作物残留試験（2例）において、 10％フロアブルの   

2，000倍希釈ネ夜を計2回散布（300L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留   

量はく0．05、く0．05ppmであった。  

⑲ししとう  

ししとう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留   

量は0．90、2．35ppmであった。  

ししとう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの   

4，000倍希釈液を計2回散布（300L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留   

量は0．42、0．27ppmであった。  

⑮伏見甘長とうがらし  

伏見甘長とうがらし（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロ   

アブルの2，000倍希釈液を計2回散布（200L／10a）．したところ、散布後1～7日の   

最大残留量は0．51、0．68ppmであった。  

⑲モロヘイヤ  

モロヘイヤ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を1回散布（260，160L／10a）したところ、散布後14～21日の最大   

残留量は0．36、0．16ppmであった。  

⑳あしたば  

あしたば（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（300L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留   

量は0．6、く0．3ppmであった。  

⑲カリフラワー  

カリフラワー（花菅）を用いた作物残留試験（1例）において、10％フロアブル   

の2，000倍希釈液を計2回散布（300L／10a）したところ、散布後3～14日の最大   

残留量は0．38ppmであった。  

カリフラワー（花菅）を用いた作物残留試験（1例）において、10％フロアブル   

の2，000倍希釈液を計2回散布（380L／10a）したところ、散布後3～13日の最大   

残留量は0．154ppmであった。ただし、この試験は適用範囲内で行われていない。  
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⑳やまのいも  

やまのいも（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（300，500L／10a）したところ、散布後1～7日の最大   

残留量はく0．01、〈0．01ppmであった。ただし、500L／10a散布された試験は適用範   

囲内で行われていない。  

やまのいも（むかご）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブル   

の2，000倍希釈液を計2回散布（500L／10a）したところ、散布後3～14日の最大   

残留量は0．57、0．66ppmであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われ   

ていない。  

⑲かんしょ  

かんしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、 10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留   

量は〈0．01、く0．01ppmであった。  

㊤はすいも  

はすいも（葉柄）を用いた作物残留試験（1例）において、 10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留   

量は0．06ppmであった。  

はすいも（葉柄）を用いた作物残留試験（1例）において、 10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（300L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留   

量は0．08pp皿であった。  

㊨ひろしまな  

ひろしまな（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアプルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（150L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留   

量は1．06、2．74ppmであった。  

⑲ネクタリン  

ネクタリン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（400，600L／10a）したところ、散布後7～14日の最   

大残留量は0．28、0．45ppmであった。  

⑲さんしょう  

さんしょう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアプルの   

4，000倍希釈液を計2回散布（300L／10a）したところ、散布後7～28日の最大残留   

量は0．72、0．56ppmであった。  
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⑮サラダ菜  

サラダ菜（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（260，300L／10a）したところ、散布後3～14日の最   

大残留量は7．58、4．38ppmであった。  

サラダ菜（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（300L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留   

量は4．88、11．6ppmであった。  

⑲リーフレタス   

リーフレタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブル   

の2，000倍希釈液を計2回散布（300L／10a）したところ、散布後3～14日の最大   

残留量は2．84、6．14ppmであった。  

リーフレタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブル   

の2，000倍希釈液を計2回散布（300L／10a）したところ、散布後3～14日の最大   

残留量は11．0、5．66ppmであった。  

㊨ミニトマト  

ミニトマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（300，200L／10a）したところ、散布後1～14日の最   

大残留量は0．20、0．12ppmであった。  

⑲かぶ  

かぶ（葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2，000   

倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後1～14日の最大残留量は   

9．60、4．66ppmであった。  

かぶ（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2，000   

倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後1～14日の最大残留量は   

0．02、0．05ppmであった。  

かぶ（葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2，000   

倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後1～21日の最大残留量は   

9．52、5．36ppmであった。  

かぶ（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2，000   

倍希釈液を計2回散布（270L／10a）したところ、散布後1～21日の最大残留量は   

0．02、0．04ppmであった。  

⑲未成熟えんどう  

未成熟えんどう（さや）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブ   

ルの2，000倍希釈液を計2回散布（200，460L／10a）したところ、散布後1～7日  
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の最大残留量は0．58、0．96ppmであった。ただし、460L／10a散布された試験は適  

用範囲内で行われていない。  

⑳すいぜんじな  

すいぜんじな（葉茎）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブル   

の2，000倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後1～14日の最大   

残留量は11．2、4．O ppmであった。  

㊧非結球芽キャベツ  

非結球芽キャベツ（えき芽葉）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フ   

ロアプルの2，000倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21   

日の最大残留量は0．38、0．24ppmであった。  

非結球芽キャベツ（本葉）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロア   

ブルの2，000倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の   

最大残留量は4．62、5．82ppmであった。  

⑳みずな  

みずな（可食部）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を1回散布（100L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留量   

は1．28、4．86ppmであった。  

⑳山東葉  

山東菜（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアプルの2，000   

倍希釈液を1回散布（300L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留量は0．88、  

1．96ppmであった。  

⑳茎ブロッコリー  

茎ブロッコリー（花膏と花茎）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フ   

ロアブルの2，000倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後1～14   

日の最大残留量は0．39、0．72ppmであった。  

⑮なばな  

なばな（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2，000   

倍希釈液を計2回散布（300L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留量は   

0．96、0．95ppmであった。  

⑲マンゴー  

マンゴー（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（300L／10a）したところ、散布後14～30日の最大残   

留量は0．085、0．080ppmであった。  
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⑳ゴレンシ  

ゴレンシ（可食部）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（300L／10a）したところ、散布後14～30日の最大残   

留量は0．74、0．74ppmであった。  

⑲芽キャベツ  

芽キャベツ（脇芽）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～2i日の最大残留   

量は〈0．05、0．08ppmであった。  

⑲葉にんにく  

葉にんにく（菓と鱗茎）を用いた作物残留試験（2例）において、 10％フロアブ   

ルの2，000倍希釈液を1回散布（200－220，167L／10a）したところ、散布後14日   

の最大残留量は0．22、0．14ppmであった。  

⑳みつば  

みつば（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2，000   

倍希釈液を1回散布（100Lノ10a）したところ、散布後14日の最大残留量は1．3、   

0．8ppmであった。  

㊧セルリー  

セルリー（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（167，300L／10a）したところ、散布後14日の最大残   

留量は1．39、1．36ppmであった。  

㊨コリアンダー  

コリアンダー（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブル   

の2，000倍希釈液を計2回散布（150，200L／10a）したところ、散布後14～21日   

の最大残留量は1．50、1．48ppmであった。  

⑬にがうり  

にがうり（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留   

量は0．4、0．2ppmであった。  

㊧エンサイ  

エンサイ（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留   

量はく0．05、0．91ppmであった。  
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⑮やなぎたで  

やなぎたで（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの   
2，000倍希釈液を計2回散布（150L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残   

留量は1．45、0．55ppmであった。  

⑳つわぶき  

つわぶき（可食部）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアプルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（300L／10a）したところ、散布後14～30日の最大残   

留量は0．058、0．052ppmであった。  

㊨食用ぎく  

食用ぎく（花全体）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアプルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（200，493L／10a）したところ、散布後7～14日の最   

大残留量は0．390、1．008ppmであった。ただし、493L／10a散布された試験は適用   

範囲内で行われていない。  

⑳食用プリムラ  

食用プリムラ（花器全体）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロア   

ブルの2，000倍希釈液を計2回散布（150L／10a）したところ、散布後14～21日の   

最大残留量は0．57、0．62ppmであった。  

⑳かぼちや  

かぼちや（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 10％フロアプルの   

2，000倍希釈液を計2回散布（300L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留   

量は0．06、0．12ppmであった。  

⑲バナナ  

バナナ（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2，000   

倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は   

0．28、0．83ppmであった。  

⑳よもぎ  

よもぎ（葉）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2，000   

倍希釈液を1回散布（200－300，200L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残   

留量は3．93」4．94ppmであった。   

これらの試験結果の概要については、別紙1－1、海外で実施された作物残留試験成績  

の結果の概要については、別紙1－2を参照。  
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注）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を  

最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を実施し、それ  

ぞれの試験から得られた残留量。  

（参考：平成10年8月7日付「残留農薬基準設定における暴露評価の精密化に関する意見具申」）  

7．乳牛における残留試験   

乳牛に対して飼料中濃度としてクロルフェナビル0、0．66、2．19、6．81ppmに相当す   

る量のクロルフェナビルを28日間にわたり経口投与し、乳、筋肉、脂肪、肝臓及び腎  

臓に含まれるクロルフェナビル含量を測定した。（定量限界：筋肉、脂肪及び乳：0．01  

ppm、肝臓及び腎臓：0．05ppm）。結果については表1参照。   

上記の結果に関連して、オーストラリアでは、乳牛、羊及び豚における最大理論的   

飼料由来負荷（MTDB）注）はいずれも0．47ppmと評価している。  

表1．組織中の最大残留（ppm）  

0．66ppm投与群   2．19ppm投与群   6．81ppm投与群   

肉   く0．01   〈0．01－0．017   く0．01－0．022   

肪   0．031－0．067   0．165－0．429   0．153－0．597   

臓   く0．05   く0．05   く0．05   

臓   く0．05   く0．05   く0．05  

く0．01   く0．01－0．035   く0．01－0．042  

注）最大理論的飼料由来負荷（MaximunTheoreticalDietary Burden：MTDB）：飼料として  

用いられる全ての飼料品目に残留基準まで残留していると仮定した場合に、飼料の摂取によ  

って畜産動物が暴露されうる最大量。飼料中残留濃度として表示される。  

（参考：ResidueChemistryTbstGuidelinesOPPTS860．1480Meat／Milknoultry侃ggs）  

8．産卵鶏における残留試験   

産卵鶏に対してフェニル環を均等に標識したクロルフェナビル（PheJ4c）またはピロ   

ール環の2位を標識したクロルフェナビル（Pyr－14c）を7日間にわたりカプセル経口投与  

（低用量群：0．22mg／kg体重（飼料中3．02～3．10ppm相当））、高用量群：1．1mg／kg体   

重（同14．42へノ15．04ppm相当））し、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓に含まれる総残留放射能   

濃度及び液体クロマトグラフ（MSD）を用いてクロルフェナビルについて測定を行った（定   

量限界：0．01ppm）。また、鶏卵についても投与開始後1～7日に採卵し総残留放射能濃度   

及びクロルフェナビルについて分析した。詳細については表2参照。   

上記の結果に関連して、オーストラリアではMTDBを0．44ppmと評価している。  
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表2．組織中のクロルフェナビルの最大残留（ppm）  

Phe－14c  Pyr－14c  

低用量   高用量   低用量   高用量   

筋肉  〈0．01   0．01   く0．01   く0．01   

脂肪  0．04   0．39   0．07   0．29   

肝臓  〈0．01   0．04   く0．01   0．03   

腎臓  0．02．   0．05   く0．01   0．04   

鶏卵  0．03   0．17   0．03   0．16   

9．ADIの評価   

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第1項第1号の規定に基づき、平成  

17年10月4日付け厚生労働省発食安第1004002号及び同法第24条第2項の規定に基づ  

き、平成18年7月18日付け厚生労働省発食安第0718029号により食品安全委員会あて  

意見を求めたクロルフェナビルに係る食品健康影響評価について、 以下のとおり評価さ  

れている。  

無毒性量：2．6mg／kg体重／day  

（動物種）   ラット  

（投与方法）1喝餌投与  

（試験の種類）慢性神経毒性試験  

（期間）  1年間  

安全係数：100  

API：0．026mg／kg体重／d叩  

10．諸外国における使用状況   

JMPRにおける毒性評価はなされておらず、国際基準も設定されていない。   

米国、カナダ、欧州連合（EU）、オーストラリア及びニュージーランドについて調  

査した結果、米国においてなす科野菜に、EUにおいて大麦、野菜類等に、オースト   

ラリアにおいてりんご、畜産物等に基準値が設定されている。  

11．基準値案  

（1）残留の規制対象   

クロルフェナビル本体のみ  

一部の作物残留試験において代謝物PY及び代謝物M4Hの分析が行われているが、  

代謝物PY及び代謝物M4Hの残留はクロルフェナビルの残留に比べて十分に低いこ  

とから、規制対象物質としては含めないこととする。  

なお、食品安全委員会によって作成された農薬評価書においては、暴露評価対象物  

質としてクロルフェナビルを設定している。  
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（2）基準値案   

別添2のとおりである。  

（3）暴露評価  

各食品について、本薬が基準値案の上限の畳まで残留していると仮定した場合、   

国民栄養調査結果に基づき試算される、1日当たり摂取する農薬の量（推定一日摂取   

量（EDI））のADIに対する比は、以下のとおりである。詳細な暴露評価は別紙   

3参照。  

なお、本暴露評価は、各食品分類において、加工・調理による残留農薬の増減が   

全くないとの仮定の下におこなった。  

EDI／ADI（％）注） 

国民平均   21．2   

幼小児（1～6歳）   37．4   

妊婦   18．6   

高齢者（65歳以上）   23．5   

注）個別の作物残留試験成績がある食品についてはEDI試算、それ以外の食品については  

TMDI試算を行った。  

TMDI試算は基準値案×摂取量の総和として計算している。 EDI試算は作物残留試  

験成績の平均値×摂取量の総和として計算している。  

（4）本剤については、平成17年11月29日付け厚生労働省告示第499号により、食品   

一般の成分規格7に食品に残留する量の限度（暫定基準）が定められているが、今   

般、残留基準の見直しを行うことに伴い、暫定基準は削除される。  
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（別紙1－1）  

クロルフェナビル国内作物残留試験一覧表  

農作物   
試験圃  試験条件  最大残留量（ppm）  

場数  剤型   使用土・使用方法  回数  経過日数   【タロルフェナビル】  

りんご※   2  10％フロアプル   2000倍散布   圃場A：0．291（2回、21日）   
500L／10a  呈回  21，28，42日  

（果実）  圃場B：0．108（2回、21日）   

りんご※   
2  10％フロアプル   2000倍散布   

圃場A：0．38（2回、14日）   

（果実）  
500L／10a  呈回  3，7．14日  

圃場B：0．420（2回、7日）   

りんご※   圃場A‥0．60（2回、7日）   

（果実）  
2  10％フロアプル  2000倍散布   呈回  ム7．21日  圃場B：0．69   

だいこん   2  10％フロアプル   2000倍散布   
圃場A：0．014   

200L／10a  呈回  上皇，21日  
（根都）  園：場B：0．02   

だいこん   2  10％フロアプル   2000倍散布   呈回  1皇，21日   
圃場A：0．27   

（棄部）  
200L／10a  圃場B：1．42   

キャベツ※   
2  10％フロアプル   2000倍散布   

圃場A：0．124   

（菓球）  
200L／10a  呈回  乙14，21日  

圃場B：0．22   

なす※   2000倍散布   圃場A：0．324   

（果実）  
2  10％フロアプル  呈回  1，3，7日  圃場B：0．164   

きゆうり   2  10％フロアプル   2000借散布   
圃場A：0．166   

（果実）  
300L／10a  呈回  ム3，7日  

圃場B：0，118   

はくさい   2  10％フロアプル   2000倍散布   
圃場A：0．14（2回、14日）   

（茎葉）  
200L／10a  呈回  乙14，21日  

圃場B：0．09   

茶※   2  10％フロアプル   2000倍散布   
圃場A：30．8   

（荒茶）  
400L／10a  呈回  乙14，21日  

圃場B：15．8   

茶   2  IO％フロアプル   2000倍散布   
圃場A：0．36   

（浸出液）  
400L／10a  呈回  ヱ．14，21日  

圃場B：0．22 

茶※   2  10％フロアプル   2000倍散布   71421日  圃♯A：20．3   1回  

（荒茶）  400L／10a  ヱ．14日  圃♯B：28，6   

茶   2  10％フロアプル   2000倍散布   71421日  圃場A：0．3さ   1回  

（浸出液）  400L／10a  乙14日  圃場B：0．64   

かき※   2  10％フロアプル   2000倍散布   
圃場A：0．39   

（果実）  
500L／10a  之回  迅，21，28日  

圃場B：0．14   

いちご   
2  10％フロアプル   2000倍散布   22日  圃場A：0．04（2回、22日）   呈回  

（果実）  200L／10a  57日  圃場B：0．03（2回、57日）   

いちご※   2000借散布   圃場A：0．30   

（果実）  
2  10％フロアプル  之回   ⊥3，7日  

なし   2  10％フロアプル   2000倍散布   
圃♯Aニ0．35   

（果実）  
500L／10a  之回  ヱ，14．21日  

圃場8：0．28   

レタス   2  10％フロアプル   2000倍散布   
圃場A：0．21   

（茎葉） 
200L／10a  呈回  ヱ．14，21日  

圃場8：0．09   

てんさい※   2  10％フロアプル   20叩倍散布   
圃場A：0．12（2垣】、14日）   

（根部）  
200L／10a  之回  ヱ，14，21日  

圃場B：0．05（2回、14日）   

ブロッコリー※   
2  10％フロアプル   2000倍散布   呈回  乙14，21日   

圃場A：0．174   

（花菅）  
200L／10a  圃♯B：0．420   

みかん   2  10％フロアプル   2000借散布   
圃場Aニ0．07   

（果肉）  
500L／10a  呈回  1，3，7日  

圃場B：0．03   

みかん   
2  10％フロアプル   2000倍散布   

圃場A：2．24   

（果皮）  
500L／10a  呈回  ム3，7日  

圃場B：0．74   

みかん   
2  10％フロアプル  33．3借常温煙霹  呈回  ム3，7日   圃場A：く0．02   

（果肉）  
10L／10a  評場B：く0．02   

みかん※   
2  10％フロアプル  33．3借常温煙霧  呈回  ム3，7日   圃場A：3．90（2回、3日）   

（果皮）  10L／10a  圃場B：1．69   

なっみかん   2  10％フロアプル   2000倍散布   圃場A：0．35（2回、7日）   

（果実全体）  
500L／10a  之回  ム3，7日  

圃場8：0．73（2回、3日）   

圃場A：く0．01   

（果肉）  

なつみかん   
2  10％フロアプル   2000倍散布   呈回  ム3，7日  

圃場B：く0，01   
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農作物   試験圃  
場数   

試験条件  最大残留量（ppm）  
使用量・使用方法  回数  経過日数   【クロルフ工ナビル】  

なつみかん   
2  10％フロアプル   2000借散布   呈回  3 7   

施壕A：1．14（2回、7日）   

（果皮）  500L／10a  圃場B：2．32（2回、3日）   

ゆず   
2  10％フロアプル   2000倍散布   2匡l  7   圃場A：0．26（2回、3日）   

（果実）  500L／10a  圃場B：0．48（2回、7日）   

もも   
2  10％フロアプル   2000借散布  13 7日  鉱場Aニく0．01   呈回   

（果肉）  500L／10a  ム3日  圃場B：〈0．01   

もも   
2  10％フロアプル   2000借散布  7  圃場A：3．52（2回 3日）   

（果皮）  500L／10a   ム3日  画境B：2．22（2回、3日）   

ピーマン   
2  10％フロアプル   2000倍散布   圃場A：0．20   

（果実）  
200L／10a  2回  7            1．3．ヨ   

圃場8：0．36   

上回  7，14，21日   
阻堤A：1．38（1回、7日）   

（葉茎）  

チンゲンサイ   
2  10％フロアプル   

2000倍散布            200L／10a  圃場B：0．52（1回、7日）   

オクラ   
2  10％フロアプル   2000借散布   1又は   圃場A：0．22   

（果実）  
150L／10a   3          呈回  ⊥．2．日   

圃場B：0．30   

おうとう※   
2  10％フロアプル   2000倍散布  14 21日  圃場A：0．32（2回 21日）   2回   

（果実）  500L／10a  上皇，22日  圃場B：0．12   

あずき   
2  10％フロアプル   2000倍散布   圃場A：く0．01   

（乾燥子実）  
200L／10a  2回  3714日  

圃場B：く0，01   

菓ねぎ   
2  10％フロアプル   2000借散布   圃塩A：1，30   

（茎葉）  
200L／10a  呈回  エ14，21日  

圃場B：0．74   

根深ねぎ   
2  10％フロアプル   2000借散布   呈回  ム14，21日   

圃塩A：0．90   

（茎葉）  200L／10a  圃場B：0．82   

トマト   
2  10％フロアプル   2000倍散布   呈回  ム3．7日   

圃場A：0．09   

（果実）  200L／10a  圃場B：0．12（2回、3日）   

ぶどう※   
2  10％フロアプル   200q借散布   2回  上皇，21，30日   

圃場A：0．08（2回、30日）   

（果実）  350L／10a  圃場B：0．84（2回、30日）   

ぶどう   2000偉散布   
2  10％フロアプル  呈回  4，21，30，45日   

圃場A：2．39（2回、21日）   

（果実）  圃場B：0．83   

ぷどう  

（果実）   

ロ  10％フロアプル  40借常温煙霧   呈回  4，21，30，45日   6L／10a  圃場A：0．16   

ぷどう  

（果実）   
ロ  10％フロアプル  85借常温煙霧 12．8L／10a   呈回  上皇，21，30日   

圃場A：0．27   

さといも  

（塊茎）   

10％フロアプル   2000借散布  200L／10a   3回  7．14，21日   
圃場A：く0．005（3回、7日）（＃）   

さといも  

（塊茎）   

10％フロアプル   2000借散布  200L／10a   呈回  ヱ，14日   
圃場A：0．006（2回、14日）   

さといも   
2  10％フロアプル   2000借散布   呈回  呈，7，14日   

圃場A：0．50   

（葉柄）  200L／10a  圃場8：0．08   

rスバラガス   
2  10％フロアプル   2000借散布   呈回  ム3．7日   

圃場A：0．20   

（茎）  
300L／10a  圃場8：0．02   

ふき   
2  10％フロアプル   2000借散布   2回  7 4 2 日   

圃場A：0．22   

（葉柄）  150L／10a  圃場8：0．34   

いちじく   
2  10％フロアプル   

2000借散布   

圃場A：0．20   

（可食部）  

呈回  ム3，7日  
圃場B：0．48   

いちじく  

（可食部）   

ロ  10％フロアプル   2000借散布  200L／10a   呈回  上，3，7日   
圃場A：0．45   

すいか   
2  10％フロアプル   2000停散布   2回  1，3，7日   

圃場A：く0．01（2回、1日）（＃）   

（果肉）  200L／10a  圃場B：〈0．01（2回、1日）（＃）   

こまつな   
2  10％フロアプル   2000借散布   圃場Aニ2．84   

（茎葉）  
200L／10a  上回  旦．7，14，21日  

圃場B：2．28   

こまつな  
10％フロアプル   2000借散布  

（茎葉）   
200L／10a   上回  7．14日   

圃場A：1．22（1回、7日）   

みょうが   
2  10％フロアプル   2000借散布   画境A：く0．05   

300L／10a  呈回  ム3，7日  
（花穂）  圃場B：〈0．05   

ししとう※   
2  10％フロアプル   

2000倍散布   

圃場A：0．90   

（果実）  

呈回  ム3，7日  
圃場B：2．35   

ししとう※   
2  10％フロアプル   4000倍散布   呈回  土，3，7日   

圃場A：0．42   

（果実）  300L／10a  圃場8：0．27   

甘長とうがらし   
2  10％フロアプル   2000倍散布   呈回  上，3，7日   

圃場A：0．51（2回、3日）   

（果実）  200L／10a  圃場8：0．68   
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農作物   
試験個  試験条件  最大残留量（ppm）  

場数  剤型   使用王・使用方法  回数  経過日数   【タロルフェナビル】  

モロヘイヤ   2000倍散布   圃‘娠A：0．36   
2  10％フロアプル  上回  主4，21日  

（茎葉）  圃場B：0．16   

あしたば※   2  10％フロアプル   2000倍散布   
圃場A：0．6   

300L／10a  呈回  ヱ，14日  
（茎葉）  圃場B：く0．3   

カリフラワー※   ロ  10％フロアプル   2000借散布   300L／10a  2回  3 714日   
（花菅）  圃場A：0．38  

カリフラワー※  
ロ  10％フロアプル   

2000倍散布  

（花菅）  
380L／10a   2回  3．7，13日   

圃場A：0．154（2回、3日）（＃）   

やまのいも   2000倍散布   圃場A：く0．01   

（塊茎）  2  10％フロアプル  呈回  ム3，7日  

2回  3，7．14日   
圃場A：0，57（2回、7日）（＃）   

（むかご）  

やまのいも   
2  10％フロアプル   2000偉散布            500L／10a  

圃：婦B：0．66（2回、3日）（＃）   

かんしょ   2  10％フロアプル   2000借散布   
圃場A：く0．01   

（塊根）  
200L／10a  呈回  ム3．7日  

圃場B：く0．01   

はすいも  ロ  10％フロアプル   2000借散布  
（葉柄）  

200L／10a   呈回  ム3，7日   
圃場A：0．06（2回、3日）   

はすいも  ロ  10％フロアプル   2000倍散布  
（葉柄）  

300L／10a   呈回  ム3，7日   
圃場A：0．08（2回、7日）   

ひろしまな   2  10％フロアプル   2000倍散布   
圃場A：1．06   

150L／10a  
呈回  呈，7，14日  

（茎葉）  圃場B：2．74   

ネクタリン   2000借散布   圃場A：0．Z8（2回、14日）   

（果実）  
2  10％フロアプル  Z回  ヱ，14日  圃：鎗B：0．45   

さんしよう   2  10％フロアプル   4000借散布   
圃♯A：0．72   

300L／10a  呈回  ヱ，14．21，28日  
（果実）  圃場B：0．56（2回、14日）   

サラダ菜※   2000倍散布   邸場A：7．58   

（茎葉）  
2  10％フロアプル  呈回  旦，7，14日  瓢場B：4．38   

圃場A：4．88   

（茎葉）  

サラダ菜※   
2  10％フロアプル   2000倍散布   呈回  3 714日  

圃場B：11．6   

リーフレタス   
2  10％フロアプル   2000借散布   

圃場A：2．84   

（茎葉）  
300L／108  呈回  ＆7，14日  

圃場Bニ6．14   

リーフレタス   
2  10％フロアプル   2000借散布   

圃場Aニ11．0   

（茎葉）  
300L／10a  之回  旦．7，14日  

圃場B：5．66   

ミニトマト   2000倍散布   
2  10％フロアプル  呈回  ム7．14日   

圃場A：0．20   

（果実）  圃場B：0．12（2回、7日）   

かぶ   
2  10％フロアプル   2000倍散布   

圃場A：9．60   

（葉部）  
200L／108  皇国  1，3，7．14日  

圃場8：4．66（2回、3日）   

かぶ※   2  10％フロアプル   2000倍散布   
圃場A：0．02   

200L／10a  之回  ⊥3．7，14日  
（根部）  圃場8：0．05（2匡l、14日）   

かぶ   2000倍散布   圃場Aニ9、52   

（葉部）  
2  10％フロアプル  之回  上，7，14，21日  圃場B：5．37（2回、14日）   

かぶ※   2000倍散布   圃場A：0．02   

（根部）  
2  10％フロアプル  呈回  ム7，14．21日  圃場B：0．04（2回、7日）   

圃場A：0．58   

（さや）  
未成熟えんどう※  2  10％フロアプル  2000信教布   呈回  ム3，7日  

圃場B：0．96（2回、1日）（＃）   

圃場A：11．2（2匡l、3日）   

（菓茎）  
すいぜんじな※  2  10％フロアプル   2000倍散布   2回  ム3．7，14日  

圃場B：4．0   

非結球芽キャベツ   
2  10％フロアプル   2000倍散布   

圃場A：0．38   
200L／10a  呈回  ヱ，14，21日  

（えき芽菓）  圃闇拍：0．24   

非結球芽キャベツ   2  10％フロアプル   2000倍散布   
圃場A：4．62   

（本葉）  
200L／10a  之回  ヱ，14，21日  

圃場B：5．82   

みずな   2  10％フロアプル   2000借散布   
圃場A：1，28   

（可食都）  
200L／10a  上回  呈，7，14日  

圃場B：4．86   

山東菜   2  10％フロアプル   2000倍散布   
圃場A：0．88   

（茎葉）  
300L／10a  上回  呈，7，14日  

圃場B：1．96   

茎ブロッコリー   
2  10％フロアプル   2000借散布   

圃場A：0．39   

（花蕾と花茎）  
200L／10a  呈回  ム3，7，14日  

圃場B：0．72   

なばな   
2  10％フロアプル   2000借散布   

圃場A：0．96   

（茎葉）  
300L／10a  呈回  ヱ，14日            圃：姐B：0．95   

マンゴー   
2  10％フロアブル   2000借散布   

圃場A：0．085   
300L／10a  呈回  ー‘追，21，30日  

（果実）  圃場8ニ0．080   
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農作物   試験園  試験条件  最大残留量（ppm）  

場数  剤型   使用量・使用方法  回数  経過日数   【クロルフェナビル】  

ゴレンシ   
2  10％フロアプル   2000借散布   

圃場A：0．74   
300L／10a  呈回  上も21，30日  

可食部）  圃場B：0．74（2回、21日）   

キャベツ   
2  10％フロアプル   2000停散布   

圃場A：く0．05   

（脇芽）  
200L／10a  呈回  ヱ，14，21日  

圃場B‥0．08（2回、21日）   

ニんにく※   2000借散布   2  10％フロアプル    上回  上4日   
圃場A：0．Z2   

臣と鱗茎）  圃場8ニ0．14   

みつば   2  10％フロアプル   2000借散布   
圃場A：1．3   

100L／10a  上回  14日  
（茎葉）  圃場B：0．8   

こルリー   2000倖散布   圃場A：1．39   

（茎葉）  
2  10％フロアプル  之回  上皇日  圃場B：1．36   

ノアンダーー   2000信教布   圃場A：1．50   

（茎葉）  
2  10％フロアプル  呈回  上皇，21日  圃場B：1．48   

がうり※   
2  10％フロアプル   2000倍散布   呈回  ム3，7日   

阻塩A：0．4   

（果実）  
200L／10a  圃場B：0．2   

こンサイ   2  10％フロアプル   2000借散布   
画境A：く0．05   

（茎葉）  
200L／10a  呈回  旦．7，14日  

圃場B：0．91   

圃場A：1．45   

（茎葉）  

なぎたで   
2  10％フロアプル   2000倍散布   呈回  上皇．21日  

圃場B：0．55   

⊃わぷき   2  10％フロアプル   2000借散布   
圃場Aニ0．058   

300L／10a  呈回  ．迫，21．30日  
可食部）  置場B：0，052   

ヒ用ぎく   2000借散布   圃場A：0．390   

花全体）  2  10％フロアプル  之回  ヱ，14日  圃場B：1．008（2回、7日）（＃）   

圃場A：0．57   

E器全体）  

司プリムラ   
2  10％フロアプル   2000倖散布   呈回  ．担，21日  

圃場B：0．62   

圃場A：0．06   

（果実）  

ぽちゃ※   
2  10％フロアプル   2000借散布   呈回  ム3．7日  

圃場B：0．12   

バナナ   2  10％フロアプル   2000借散布   
圃場A：0．28   

（果実）  
200L／10a  呈回  ユA21日  

圃場B：0．83   

よもぎ   2000借散布   圃場A：3．93   

（菓）  

2  10％フロアプル    上回  呈，7．14日        200－300，200L／10a  
圃場B：4．94   

（※）印で示した作物については、申請の範囲内で最高の値を示した括弧内に示す条件において得られた値を採用した。  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  

最大使用粂件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。  

なお、食品安全委員会農薬専門調査会の農薬評価書（秦）ータロルフェナビル」に記載されている作物残留試験成靖は、各試  
験条件における残留農薬の最高値及び各試験場、検査機関における最高値の平均値を示したものであり、上記の最大残留量の  
定義と異なっている。  
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（別紙1－2）  

クロルフェナビル海外作物残留試験一覧表  

農作物   
試験圃  試験条件  

場数  剤型   使用量・使用方法  回数  経過日数   
最大残留量（ppm）  

トマト  圃場A：0．29（5回、0日）、、（＃）  

（果実）   

2  21．4％SC剤  0．18－0．211bai／A散布  5回  0，1，3，5日  
圃場B：0．29（5回、0日）（＃）   

トマト  圃場A：0．14（3回、3日）（＃）  

（果実）   

2  21．4％SC剤   0．31bai／A散布  3回  0，3，14，21日  
圃場8：0．57（3回、0日）（＃）   

ピーーマン  
（果実）   

ロ  21．4％SC剤  0．18－0．211bai／A散布  5回  0，1，3，5日   
圃場A：0．41（5匝I、1日）（＃）   

とうがらし  
（果実）   

ロ  21．4％SC剤  0．18－0．211bai／A散布  5回  0，1，3，5日   
圃垢A：0．63（5回、0日）（＃）   

とうがらし  2  21．4％SC剤   0，3，7，15日  圃塩A：0．26（5回、0日）（＃）  

（果実）  

0．21bai／A散布  5回  
圃場B：0．99（5回、0日）（＃）       0，3，7，14日   

圃場A：0．23  
なし  
（果実）   

3  360g／LSC剤  10－10．8gai／100L散布  ユ回  出，21日   圃場B：0．22  

圃場C：0．11（1回、21日）   

なし  圃場A：0．28（1回、14日）（＃）  

（果実）   

2  360g／LSC剤  20－21．6gai／100L散布  1回  14，21日  
圃場B：0．28（1回、14日）（＃）   

りんご  2  360g／LSC剤  10．8gai／100L散布  主回  ユA21，28日   圃場A：0．21  

（果実）  圃場B：0．16   

りんご  圃場A：0．32（1回、14日）（＃）  

（果実）   

2  360g／LSC剤  21．6gai／100L散布  1回  14，21，28日  
圃場B：0．26（1回、14日）（＃）   

りんご  
（果実）   

ロ  360g／LSC剤  12．5gai／100L散布  1回  4，30．45，60日   
圃場A：0．20（1回、14日）（＃）   

りんご  
（果実）   ロ  360g／LSC剤   25gai／100L散布  1回  4，30，45，60日   

圃場A：0．77（1回、14日）（＃）   

りんご  14，21，28日  圃場A：0．42（2回、14日）（＃）  

（果実）   

2  500g／kgWG剤  25gai／100L散布  2回  
圃場B：0．43（2回、14日）（＃）       14，21，27日   

りんご  
（果実）   

ロ  500g／kgWG剤  25gai／100L散布  2匡I  14，21，28日   
圃場A：0．16（2回、14日）（＃）   

りんご  
（果実）   1  写40g／LSC剤   25gai／100L散布  2回  14，21，28日   

圃場A：0．13（2回、14日）（＃）   

りんご  
（果実）   

ロ  500gノkgWG剤  25gai／100L散布  2回  14，21，28日   
圃場A：0．56（2回、21日）（＃）   

りんご  圃場A：0．20（2回、14日）（＃）  

（果実）   
2  500g／kgVG剤  25gai／100L散布  2回  14，21，28日  

圃場8：0．25（2回、21日）（＃）   

もも  圃場A：0．48  
（果実）   

2  360g／uC剤  10－10．8gai／100L散布  エ回  乙14，21日  
圃場B：0．22   

もも  圃場A：0．76（1回、7日）（＃）  

（果実）   

2  360g／LSC剤  20－21．6gai／100L散布  1回  14，21日  
圃場B：0．67（1回、7日）（＃）   

（＃）これらの作物残留試験は、作物残留試験が実施された国の使用方法の範囲内で試験が行われていない。  

最大使用条件下の作物残留試廟条件に、アンダーラインを付している。  
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農薬名  クロルフェナビル  （別紙2）  

作物残留試験成績   

く0．005（＃），0．006   

9．60，4．66，9．52，5．36  

2．84，2．28．1．22   

1．30，0．74（菓ねぎ）、  
0．90，0．82（根深ねぎ）   
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（別系氏2）  農薬名  クロルフェナビル   

しとう）、0．51，0．68（甘長  

【0．26（＃）－0．99（＃）（n＝3）（と  

く0．01（軌く0．m（＃）  

34   



農薬名  クロルフェナビル  （別紙2）  

0，72，0．56（さんしょう）  

く0．05，く0．05（みょうが）、  
1．50，1．48（コリアン  
ダー）、1．45，0．55（や 

陸棲哺乳類に属する動物の筋肉  
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農薬名  クロルフェナビル  （別紙2）  

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。  
【】で示した結果等については、海外で実施された作物残留試験成績を示した。  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
（‡）これらの作物残留試験は、作物残留試験成績のばらつきを考慮し、最大残留債を基準値策定の根拠とした。  
（※）ケール及びチンゲンサイについては、非結球あぶらな科葉菜類に属することから、非結球あぶらな科葉菜類の「みずな」  
の作物残留試験成績に基づき基準値秦を設定した。  

注）しろうりは個別の作物残留試験成績がないものの、平成14年の農薬取締法の改正に当たり緊急的に農薬登録されたことを  
踏まえ、農薬取締法の登録保留基準に準拠し、きゅうりの作物残留試験成績を参考に品種差を考慮して、基準値案を設定し  
た。  

牛の筋肉、豚の筋肉、その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉、鶏の筋肉及びその他の家きんの筋肉については移行性試  
験の結果に基づき設定した。  
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（別紙3）  



幼小児  
食品群   

みかん  0．5   
なっみかんの果実全体   
レモン   

オレンジ   
芝と二∠ヱ坐－ツ   

乏イ 
．＿．州MW   

．－．＿．．＿   

ぶどう   
かき   

バナナ   
マンゴー   

′   ′ 享： …   

観象＿．＿．   
茶   

そ空地旦璧∠ミ乙さ   
真空些望まユニ．Z 

．岬……＿．＿．－．．．．．．＿－＿   

垂捷哺乳蕪聖顔鼠…＿＿叫．＿－．－．．＿＿．．＿－＿．，．＿…＿仙．．H   
睦捷壊乱褒吸熱易＿叫，．．叩．，．－．一…．．．．．．．…．．【－－－．＿＿W＿、．．．－．…．…．   
家慶嬰娘＿…＿‥．＿叩】叫＿   

家禽の卵類   
ADI比（％）  51．0   21．2   95，1   37．4   41，7   18．6   55．5   23，5   

●‥個別の作物残留試験がないことから、暴蕗評価を行うにあたり基準値（秦）の数値を用いた。なお、チンゲンサイ及びその他のかんきつ類果実については個別の作物  
残留試験成耕があるものの、みずな及びなっみかんの果実全体の作物残留試験成鰍こ基づき基準値（秦）の設定をしたことから、個別の作物残留試験成績の結果は採用し  
ていない。  

高齢者については畜産物の摂取量データがないため、国民平均の摂取量を参考とした。  
TMDI：理論最大1日摂取量（Th印reticalMaxim皿D8ilyIntake）  
EDI：推定1日摂取量（Estinated DailyIntake）   
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答申（案）   

タロルフェナビル  

残留基準値  
食品名  

n口m   

小豆類   0．05   

さといも類   0．03   

かんしよ   0．05   

やまいも   0．05   
かぶ類の根   0．2   
かぶ類の葉   15   
キャベツ   0．7   
芽キャベツ   0．3   
ケール   10   
こまつな   5   

きような   10   
チンゲンサイ   10   
カリフラワー   
ブロッコリー   

その他のあぶらな科野菜（注1）   10   

レタス   20   

その他のきく科野菜（注2）   20   

ねぎ   3   

アスパラガス   0．5   
その他のゆり科野菜（注3）   0．7   
セロリ   3   

みつば   3   

その他のせり科野菜（注4）   2   

トマト   1．P  
ピーマン   

その他のなす科野菜（注5）   5   

かぼちや   0．5   

しろうり   
すいか  0．05  

その他のうり科野菜（注6）  

オクラ   0，7   
未成熟えんどう   2  

その他の野菜（注7）   2   

なつみかんの果実全体   2   

レモン   2   

オレンジ   2   

グレープフルーツ   2   

ライム   2   

その他のかんきつ類果実（注8）   2   

りんご   2   

マルメロ   0．5   

ぴわ   0．5   

もも   0．05  
ネクタリン   

おうとう   
いちご   5   

ぶどう   5   

バナナ   2   

マンゴー   0．3   

その他の果実（注9）   2   

茶   40   
その他のスパイス（注10）   10   
その他のハープ（注11）   10   

牛の筋肉   0．01   

豚の筋肉   0．01   

その他の陸棲哺乳類に属する動物（注12）の筋肉   0．01   

牛の脂肪   0．05   
豚の脂肪   0．05   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪   0．05   

（注1）「その他のあぶらな科野菜」とは、あ  
ぶらな科野菜のうち、だいこん類の根、だ  
いこん類の菓、かぶ類の根、かぶ類の  
葉、西洋わさび、クレソン、はくさい、キャ  
ベツ、芽キャベツ、ケール、こまつな、きよ  
うな、チンゲンサイ、カリフラワーブロッコ  
リー及びハープ以外のものをいう。  

（注2）「その他のきく科野菜」とは、きく科  
野菜のうち、ごぼう、サルシフイー、アー  
ティチョーク、チコリ、エンダイブ、しゆんぎ  
く、レタス及びハーブ以外のものをいう。  

（注3）「その他のゆり科野菜」とは、ゆり科  
野菜のうち、たまねぎ、ねぎ、にんにく、に  
ら、アスパラガス、わけぎ及びハープ以外  
のものをいう。   

（注4）「その他のせり科野菜」とは、せり科  
野菜のうち、にんじん、パースニップ、パ  
セリ、セロリ、みつば、ス′くイス及びハープ  
以外のものをいう。   

（注5）「その他のなす科野菜」とは，なす  
科野菜のうち，トマト，ピーマン及びなす  

以外のものをいう。   

（注6）「その他のうり科野菜」とは、うり科野  

菜のうち、きゆうり、かぼちや、しろうり、す  
いか、メロン類果実及びまくわうり以外のも  
のをいう。   

（注7）「その他の野菜」とは、野菜のうち、  

いも類、てんさい、さとうきび、あぶらな科  
野菜、きく科野菜、ゆり科野菜、せり科野  
菜、なす科野菜、うり科野菜、ほうれんそ  
う、たけのこ、オクラ、しようが、未成熟えん  
どう、未成熟いんげん、えだまめ、きのこ  
類、ス′くイス及びハープ以外のものをい  
う。   

（注8）「その他のかんきつ類果実」とは、  

かんきつ類果実のうち、みかん、なつみか  
ん、なっみかんの外果皮、なっみかんの  
果実全体、レモン、オレンジ、グレーフフ  
ルーツ、ライム及びスパイス以外のものを  
いう。   

（注9）「その他の果実Jとは、果実のうち、  
かんきつ類果実、りんご、日本なし、西洋  
なし、マルメロ、ぴわ、もも、ネクタリン、あ  
んず、すもも、うめ、おうとう、ベリー類果  
実、ぶどう、かき、バナナ、キウイー、パパ  
イヤ、アボカド、パイナップル、グアバ、マ  
ンゴー、パッションフルーツ、なっめやし  
及びスパイス以外のものをいう。   
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クロルフェナビル（つづき）   

残留基準値  
食品名  

ロロm   

牛の肝月顧   0．05   

豚の肝臓   0．05   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓   0．05   

牛の腎臓   0．05   

豚の腎臓   0．05   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓   0．05   

牛の食用部分   0．05   

豚の食用部分   0．05   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分  0．05   
乳   0．01   

鶏の筋肉   0．01   

その他の豪きん（注13）の筋肉   0．01   

鶏の脂肪   0．01   

その他の豪きんの脂肪   0．01   

鶏の肝臓   0．01   

その他の豪きんの肝臓   0．01   

鶏の腎臓   0．01   

その他の家きんの腎臓   0．01   

鶏の食用部分   0．01   

その他の豪きんの食用部分   0．01   

鶏の卵   0．01   
その他の家きんの卵   0．01   

（注10）「その他のスパイス」とは、スパイス  
のうち、西洋わさび、わさびの根茎、にん  
にく、とうがらし、パプリカ、しようが、レモン  
の果皮、オレンジの果皮、ゆずの果皮及  
びごまの種子以外のものをいう。  

（注11）「その他のハープjとは、ハープの  
うち、クレソン、にら、パセリの茎、パセリの  
菓、セロリの茎及びセロリの葉以外のもの  
をいう。   

（注12）「その他の陸棲哺乳類に属する動  
物」とは、陸棲哺乳類に属する動物のう  
ち、牛及び豚以外のものをいう。   

（注13）「その他の家きん」とは、家きんのう  
ち、鶏以外のものをいう。   
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クロルフェナビルに係る食品規格（食品中の農薬の残留基準）の設定に  

対して寄せられたコメントについて  

（1）「食品、添加物等の規格基準（昭和34年厚生省告示第370号）の一部改正（食   

品中の農薬クロルフェナビルの残留基準設定）」に関する意見の募集に対して寄   

せられたコメント  

1．募集期間  

平成20年3月18日～平成20年4月16日  

2．現在までに寄せられた意見数  

なし  

（2）WTO通報（衛生植物検疫措置の適用に関する協定（SPS協定）に基づく通報）   

に対して寄せられたコメント  

1．募集期間  

平成20年3月31日～平成20年5月29日  

2．現在までに寄せられた意見数  

なし  
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手も 
描ーノ              一 ■  ′  

、しヽ ′■一・〉  

資料4－5－3  

府 食 第 921号  
平成19年 9月 27 日  

厚生労働大臣   

舛添 要一 殿   

食品安全委員会   

委員長  見上  

食品健康影響評価の結果の通知について   

平成17年10月4日付け厚生労働省発食安第1004002号及び平成18年7月18日付け厚  

生労働省発食安第0718029号をもって貴省から当委員会に対して求められたクロルフェナ  

ビルに係る食品健康影響評価の結果は下記のとおりですので、食品安全基本法（平成15  

年法律第48号）第23条第2項の規定に基づき通知します。   

なお、食品健康影響評価の詳細は別添のとおりです。  

記  

クロルフェナビルの一日摂取許容量を0．026mg／kg体重／日と設定する。  
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農薬評価 

クロルフエナビル  

2007年9月  

食品安全委員会  

45   



目 次  

目 次‥‥‥‥‥‥‥‥．‥．‥‥‥‥……‥‥‥‥‥‥‥‥…‥‥、‥‥‥‥‥‥‥‥‥－l－  

＜審議の経緯＞．‥．…………………‥‖………．．，………………………－3－  

＜食品安全委員会委員名簿＞…‥・‥… 

． 

要 約……………‥‖………………．．………………………‥．．‥‥‥－5－  

Ⅰ．評価対象農薬の概要．‥．．．．．．………．．‥‥‥…．．………………………‥－6－  

1．用途……………．………………………………………………‥－6－   

2・有効成分の一般名…………………∵・‥‥…・         ・－6－   

3，化学名…………………………………………………………．．‥－6－   

4．分子式…………．．‥．．‥．‥．‥‥‥‥‥．．‥‖．．‥．．‥．‥‥…．‥‥‥‥‥．‥－6－   

5．分子量……………………………………………………．‖……．－6－   

6．構造式……………………………………………………………．－6－   

7．開発の経緯．……………………‥．………………………………‥－6一  

Ⅱ．試験結果概要…………………………．．………．．…………………‥－7－  

1． 動物体内運命試験………………………．．………………………‥－7－   

（1）薬物動態（ラット）………………………………………………‥－7－   

（2）排泄．．‥‥‥‥．‥．‥．．．‥．…‥‖………………………．．．‥．．…‥－7－   

（3）胆汁排泄①……………………………………………………‥－8一   

（4）胆汁排泄②……‥．‥‥‥‥……‥．……．．‖………‥．…………‥－8－   

（5）体内分布（単回投与）………………………………………………－9－   

（6）代謝物同定・定i．．‥‥‥▲……………．…．‥‥‥．‥．．．．‥．．‥．…‥…－10－   

（7）反復投与後の排泄・分布・代謝…………………．‥．…‥‥‥……．…．－12－  

（8）薬物動態（マウス）．‥．‥．  

2．植物体内運命試験…………………………………………．……．‥．－13－  

（1）ひめりんご‥‥‥‥‥‥…‥‥‥‥‥‥‥…．‥‥．…………………‥－13一  

（2）なす…………………………………………………………．一14－   

（3）キャベツ‥‥‥‥．‥  

3．土壌中運命試験……‥．   

（1）好気的湛水土壌中運命試験………………………………………‥－16－   

（2）土壌表面における光分解……………………．．‥．………………‥－17－   

（3）土壌吸着試験…………………………………………………‥－17－  

4．水中運命試験…．．‥‥．‥…‥‥…．．…．．．‥‥‥‥‥‥．‥‥．…‥‥‥‥‥‥－17－   

（1）加水分解試験（非標識体）……．……．．‥‥‥‥‥…‥‥‥…‥‥．…．…－17－   

（2）加水分解試験（標識休）……‥‥‥…．．．…‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥…‥‥∴．一17－   

（3）水中光分解運命試験（非標識体）……………              疇18－  

（4）水中光分解運命試験（緩衝液）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥…‥‥．‥．．．．‥．‥‥‥．．一柑－  

（5）水中光分解運命試験（自然水）………‥‥‥‥‥‥………．．…．．．．‥‥‥一18－  

5・土壌残留試演…………………………………．．………………‥．．－19－  

6．作物残留試験…………………………………．………………．．．‥－19－  

46  

I，   



7．一般薬理試験……………………………………………………‥．－20－   

8，急性毒性試験．‥                      ．‥‥‥‥‥‥‥－21－  

（1）急性毒性試験…………………………………………………．，－21－  

（2）急性神経毒性試験（ラット）‖‥‥．                 ‥‥．－21－   

9．眼・皮膚に対する刺激性及び皮膚感作性試験……．              －22－   

10．亜急性毒性試験．．………………………………………………‥．－22－  

（1）90日間亜急性毒性試験（ラット）…………‥．………………………－22－  

（2）90日間亜急性毒性試験（マウス）．．                 ……．．－24－  

（3）90日間亜急牲毒性試験（イヌ）…………‥               ．－25－  

（4）28日間亜急性経皮毒性試験（ウサギ）………………………………‥－26－   

11．慢性毒性試験及び発がん性試験．，‥‖‥‥‥‥．．              ．－26－  

（1）1年間慢性毒性試験（イヌ）‥‥‥                    ．－26－  

（2）2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット）………………‥．．‥‥‥．‖．－27－  

（3）18カ月間発がん性試験（マウス）……………………………………－28－  

（4）1年間慢性神経毒性試験（ラット）‥‥．‥‥‥‥‥       ‥‥‥．．．‥‥．－29－   

13．生殖発生毒性試験…………………………………………………－31－  

（1）2世代繁殖試験（ラット）……‥‖…………………．‖……．‖……－31－  

（2）2世代繁殖試験（ラット）：検討試験‥．．…‥．…………………．‥‥．‥－32－  

（3）発生毒性試験（ラット）………．…………………………………‥－33一  

（4）発生毒性試験（ウサギ）…‥．……‥．………………………………－33－   

13．遺伝毒性試験………．‖‖………………              ．－34－   

14．その他の試験一神経毒性試験（回復性）（マウス）…………………………‥－35－  

Ⅲ．総合評価．．‥．．……………………………‥．………………………－37－  

＜別紙1：代謝物／分解物等略称＞……………………………………………－41－  

＜別紙2：検査値等略称＞‖………………‥‖…………．＝‥．‥‥‥‥．．．‥．，．－42－  

＜別紙3：作物残留試験成績＞………………………………………………－43－  

＜別紙4：推定摂取量＞……………………………………………………－50－  

＜参照＞……………………………………………．．．‥‥‥‥．．‥‥…‥－52－  

47   



＜審議の経緯＞   

1996年 4月 25日  

2005年 9月 22日  

初回農薬登録  

農林水産省から厚生労働省へ適用拡大申請に係る連絡及び基準  

設定依頼（適用拡大：いちご、とうがらし類）  

厚生労働大臣より残留基準設定に係る食品健康影響評価につい  

て要請（厚生労働省発食安第1004002号）、同接受（参照ト58）  

食品安全委員会第114回会合（要請事項説明）（参照59）  

残留農薬基準告示（参照60）  

農薬専門調査会第42回会合（参照61）  

厚生労働大臣より残留基準（暫定基準）設定に係る食品健康影響  

評価について追加要請（厚生労働省発食安第0718029号）、同接受  

（参照62）  

2005年10月 4日  

2005年10月 6日  

2005年11月 29日  

2006年 3月 1日  

2006年 7月18日  

2006年 7月 20日 食品安全委員会第153回会合（要請事項説明）（参照63）  

2007年 3月15日 農林水産省より厚生労働省へ適用拡大申請に係る連絡及び基準  

設定依頼（適用拡大：かぶ、さやえんどう等）  

追加資料受理（参照64、65）  

農薬専門調査会総合評価第一部会第12回会合（参照66）  

農薬専門調査会幹事会第22回会合（参照67）  

食品安全委員会第202回会合（報告）  

より9月7日 国民からの御意見・情報の募集  

農薬専門調査会座長より食品安全委員会委員長へ報告  

食品安全委員会第208回会合（報告）  

（同日付け厚生労働大臣へ通知）  

2007年 3月 22日  

2007年 6月 6日  

2007年 7月 4日  

2007年 8月 9日  

2007年 8月 9日  

2007年 9月 25日  

2007年 9月 27日  

＜食品安全委員会委員名簿＞  

（2006年6月30日まで）  

寺田雅昭（委員長）  

寺尾允男（委員長代理）  

小泉直子  

坂本元子  

中村靖彦  

本間清一  

見上 彪  

（2006年12月20日まで）  

寺田雅昭（委員長）  

見上 彪（委員長代理）  

小泉直子  

長尾 拓  

野村一正  

畑江敬子  

本間清一  

（2006年12月21日から）   

見上 彪（委員長）   

小泉直子（委員長代理り   

長尾 拓   

野村一正   

畑江敬子   

膚瀬雅雄柚   

本間清一  

★2007年2月1日から  

★★2007年4月1日から   

48  



＜食品安全委員会農薬専門調査会専門委員名簿＞  

（2006年3月31日まで）  

鈴木勝士（座長）  

鹿瀬雅雄（座長代理）  

石井康雄  

江馬 眞  

太田敏博  

小澤正吾  

高木篤也  

武田明治  

津田修治  

津田洋幸  

出川雅邦  

長尾哲±  

林  真  

平塚 明  

吉田 緑  

（2007年3月31日まで）  

鈴木勝士（座長）  

廣瀬雅雄（座長代理）  

赤池昭紀  

石井康雄  

泉 啓介  

上路雅子  

臼井健二  

江馬 眞  

大澤貫寿  

太田敏博  

大谷 浩  

′ト澤正吾  

小林裕子  

三枝順三  

佐々木有  

高木篤也  

玉井郁巳  

田村唐人  

津田修治  

津田洋幸  

出川雅邦  

長尾哲二  

中澤憲一  

納屋聖人  

成瀬一郎  

布柴達男  

根岸友恵  

林  真  

平塚 明  

藤本成明  

細川正清  

松本清司  

柳井徳磨  

山崎浩史  

山手丈至  

輿語靖洋  

吉田 緑  

若栗 忍   

（2007年4月1日から）  

鈴木勝士（座長）  

林  真（座長代理★）  

赤池昭紀  

石井康雄  

泉 啓介  

上路雅子  

臼井健二  

江馬 眞  

大澤貫寿  

太田敏博  

大谷 浩  

小澤正吾  

小林裕子  

三枝順三  

佐々木有  

代田眞理子…★★  

高木鴬也  

玉井郁巳  

田村廣人  

津田修治  

津田洋幸  

出川雅邦  

長尾哲二  

中澤憲一  

納屋聖人  

成瀬一郎★★★  

西川秋佳★☆   

布柴達男   

根岸友恵   

平塚 明   

藤本成明   

細川正清   

松本清司   

柳井徳磨   

山崎浩史   

山手丈至   

奥語靖洋   

吉田 緑   

若栗 忍  

士2007年4月11日  ら か  

★★2007年4月  

★★★2007年6月  

l
 
 

カ
 
 

日
 
 
0
 
 

5
 
3
 
 

2
 
 

ゝ
 
ま
 
ら
 
 

日
 
 

で
 
 ★★★★2007年7月  ヽ一  ら
 
 

力
 
 

日
 
 
 

l
 
 
 

49  



要 約   

ピロール環を有する殺虫剤（殺ダニ剤）である「クロルフェナビル」  

（IUPAC：4・ブロモー2－（4－クロロフェニル）－1－エトキシメチル・5－トリフルオロ  

メチルピロールー3－カルポニトリル）について、各種試験成績等を用いて食品  

健康影響評価を実施した。   

評価に供した試験成績は、動物体内運命（ラット及びマウス）、植物体内運命  

（ひめりんご、なす及びキャベツ）、土壌中運命、水中運命、土壌残留、作物残留、  

急性毒性（ラット、マウス及びウサギ）、亜急性毒性（ラット、マウス、イヌ及び  

ウサギ）、慢性毒性（イヌ及びラット）、発がん性（ラット及びマウス）、2世代繁殖  

（ラット）、発生毒性（ラット及びウサギ）、遺伝毒性試験等である。   

試験結果から、発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺伝毒性は認  

められなかった。   

各試験の無毒性量の最小値は、ラットを用いた1年間慢性神経毒性試験の  

2．6mg／kg体重／日であったことから、これを根拠として、安全係数100で除し  

た0．026mg／kg体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。  
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Ⅰ．評価対象農薬の概要  

1．用途  

殺虫剤（殺ダニ剤）  

2．有効成分の一般名  

和名：クロルフェナビル  

英名：Chlor鈷napyr（ISO名）  

3．化学名   

IUPAC  

和名：4－ブロモー2－（4－クロロフユニル）－1－エトキシメチル・5－トリフルオロメチル  

ピロールー3－カルポニトリル  

英名：4－bromo・2－（4－Chlorophenyl）－1・ethoxymethyl・5－trifluoromethyl  

pyrrole－3－Carbonitrile  

CAS（No，122453－73・0）   

和名：4－ブロモー2－（4－クロロフェニル）－1・（ェトキシメチル）－5－（トリフルオロ  

メチ／レ）－1月ニピロール・3－カルポニトリル   

英名：4－bromoq2・（4・Chlorophenyl）－1・（ethoxymethyl）－5－（trifluoro  

methyl）－1Hpyrrole－3・Carbonitri1e  

5．分子量  

407．6  

4．分子式  

C15HllBrClf、3N20  

6．構造式  

N
・
・
l
■
・
・
－
C
 
 

7．開発の経緯   

クロルフェナビルは、1998年にアメリカンサイアナミッド社（現BASF社）により開発さ   

れたピロール環を有する殺虫剤（殺ダニ剤）である。2002年に三菱化学株式会社が我が国に   

おける開発と販売の独占実施権を取得している。   

三菱化学株式会社より農薬取締法に基づく適用拡大申請（いちご、とうがらし類、かぶ、   

さやえんどう等）がなされ、参照卜57、64、65の資料が提出されている。また、ポジティプ  

リスト制度導入に伴う残留基準値が設定されている。  
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Ⅱ．試験結果概要   

各種運命試験（Ⅱ．卜4）は、クロルフェナビルのピロール環2位の炭素を14Cで標識した   

もの（pyr－14C－クロルフェナビル）及びフェニル環の炭素を14Cで標識したもの（phe－14C－  

クロルフェナビル）を用いて実施された。放射能濃度及び代謝物濃度はとくに断りがない   

場合はクロルフェナビルに換算した。代謝物／分解物等略称及び検査値等略称は別紙1及   

び2に示されている。  

1．動物体内運命試験  

（1）薬物動態（ラット）  

SD ラットにpyr－14C一クロルフェナビルを低用量（2mg／kg体重）及び高用量（20   

mg戊g一体重）で単回経口投与する・薬物動態試験が実施された。  

血中放射能推移は表1に示されている。  

血中濃度は投与後、経時的に上昇し、雌雄とも8～12時間後に最高濃度（CmJに達し   

た。その後、明確な二相性を示すことなく減少し、168時間後にはCmaxの7－14％まで低   

下した。消失半減期（Tl／2）は、43－58時間であった。投与168時間後までの血中薬物濃度   

曲線下面積仏UC）はほぼ投与量に比例して増加し、高用量群では低用量群での結果の   

9．6－10倍であった。（参照2）  

表1血中放射能推移  

投与量   2mg此g体重  20mg／kg体重   

性別   雄   雌   雄   雌   

T皿弧（br）   8   8   8   12   

C皿は（mg几）   0．942   1．08   13．5   10．4   

Tl／2（br）   55．3   57．3   43．1   54．4   

注）4動物の平均。  

（2）排泄  

SDラットにpyr－14C－クロルフェナビルを低用量（2mg／kg体重）及び高用量（20   

mg／kg体重）で単回経口投与した排泄試験が実施された。投与後168時間の尿、糞及び   

ケージ洗浄液を採取し、放射能濃度を測定した。  

投与後168時間の尿及び糞中排泄率は表2に示されている。  

糞中への排泄率は尿中排泄の約5倍以上であり、糞中人の排泄が主要な排泄経路で   

あった。糞中への排泄率は高用量投与群において僅かに高まる傾向が認められた。尿中   

排泄率には僅かに雌雄間差が認められ、雄において雌の約1．5倍の排泄率であった。体   

内残留は高用量群においては総投与放射能（M）の2．2－2．5％であった。低用量群では   

約2倍の4．2－4．7％TARであった。（参照2）  
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表2 尿及び糞中排泄率（投与量に対する割合、％TAR）  

2mg／kg体重  20mg佗g体重  

雄  雌  雄  雌  

尿★   糞   尿★   糞   尿★   糞   尿★   糞   

ロル  

15．5   74．8   9．6   81．5   11．2   83．3   臥1   84．8   
ンレ  

★：ケージ洗浄液を含む。  

（3）胆汁排泄（》  

SD ラット（胆管カニュレーション処理）にpyr－14C・クロルフェナビルを低用量（2   

mg瓜g体重）及び高用量（20mg／kg体重）で単回経口投与し、投与後24時間の胆汁、尿、   

糞及びケージ洗浄液を採取し放射能濃度を測定した。  

投与後24時間の胆汁、尿（ケージ洗浄液を含む）及び糞中排泄率は表3に示されてい   

る。  

投与後24時間に胆汁中に排泄された放射能は、同時に尿中に排泄された放射能の   

3．0～7．5倍に達し、消化管より吸収された放射能の主要排泄経路は胆汁中であること   

が示された。胆汁、尿中への排泄率の和は尿・糞中排泄試験における尿中排泄率を大き   

く上回っていることから、尿・糞中排泄試験における糞中放射能の一部は胆汁を介して   

消化管内に排泄された放射能に由来するものと考えられた。（参照2）  

表3 胆汁、尿及び糞中排泄率（投与量に対する割合、％TAR）  

投与量  
性別   胆汁   

（mg肱g体重）  
尿★   糞   

雄   30．1   4．0   9．7  

2  

雌   24．1   4．8   2．3   

雄   17．4   5．5   18．8  

20  

雌   19．9   4．4   10．8   

★：ケージ洗浄液を含む。  

（4〉胆汁排泄②  

SDラット（胆管カニュレーション処理）にpyr・14C－クロルフェナビルを低用量（2   

mg／kg体重）及び高用量（20mgrkg体重）で単回経口投与し、投与後48時間の月旦汁、尿、   

糞及びケージ洗浄液を採取し放射能濃度を測定した。  

投与後48時間の胆汁、尿及び糞中排泄率は表4に示されている。  

投与後 48時間に胆汁中に排泄された放射能は、同時に尿中に排泄された放射能の   

2．6－5．9倍に達し、投与後24時間の試験【1．（3）】と同様に、消化管より吸収された放射能   

の主要排泄経路が胆汁中であることが示された。胆汁中代謝物の組成は投与24時間後  
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以降も顕著に変化する傾向は認められなかった。胆汁中代謝物は代謝物同定試験（後述  

の1．（6））とほぼ同様なパターンを示し、主要代謝物は極性化合物（Kの抱合体）であり、  

その他にL、K、J及びBが検出され、親化合物は検出されなかった。（参照4）  

表4 胆汁、尿及び糞中排泄率（投与量に対する割合、％TAR）  

投与量  
性別   胆汁   

（mg瓜g体重）  
尿1）   糞   

雄   44．0   7．5   32．6  

2  

雌2）   37．4   7．1   15．1   

雄   18．8   7．2   58．6  

20  

雌   25．8   5．5   31．7   

1）：ケージ洗浄液を含む。2）：3動物の平均。他は4動物の平均。  

（5）体内分布（単回投与）  

SDラットにpyr－14C－クロルフェナビルを低用量（2mg此g体重）及び高用量（20   

mg戊g体重）で単回経口投与し、投与168時間後に解剖し、臓器・組織中の放射能濃度を   

測定した。  

低用量及び高用量の単回投与における主要組織の残留放射能濃度は表5に示されて   

いる。  

吸収された放射能は、種々の組織に分布し、脂肪組織中に最も高濃度に分布した。肝   

臓、腎臓、副腎等においても投与後初期の段階において血祭中濃度よりも高濃度に分布   

する傾向が認められた。消化管を除く組織の放射能の合計は投与8時間後において最   

も高く、低用量群では35～36％TAR、高用量群で29～39％TARであった。最高濃度に達   

した後の減衰は血祭中濃度の減衰にほぼ比例して速やかであり、脂肪組織においては   

投与168時間後に最高濃度の1／10以下にまで低下した。投与168時間後における消化   

管を除く組織の放射能の合計は低用量群で3．1～4．1％TAR、高用量群で1．5－2．0％TAR   

まで低下しており、残留傾向は認められなかった。投与168時間後における体内に残存   

する放射能の多くは、脂肪組織の他、皮膚、筋肉等の全身にわたる組織に分布しており、   

特定の組織に高濃度に残存している傾向は認められなかった。（参照2）  

表5 主要組織の残留放射能濃度（囲／g）  

投与量  性別   Tmax付近1）   最終試料採取時間2）   

脂肪（5．81）、褐色脂肪（4．54）、血紫   脂肪（0．37）、血祭（0．21）、肝臓  

雄        （1．88）、肝臓（1．86）、血液（1．06）、リン  （0．19）、血液（0．12）、その他（0．10  
2mg／kg  

パ節（1．00）   
体重  

未満）  

雌   
褐色脂肪（6．27）、脂肪（4．96）、肝臓   脂肪（0．64）、血紫（0．23）、肝臓  

（1．82）、血祭（1．63）、リンパ節   （0．20）、血液（0．14）、褐色脂肪   
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（1．20）、甲状腺（0．98）、血液（0．93）   （0．11）、その他（0．10未満）   

脂肪（55．0）、褐色脂肪（43．7）、肝臓   血渠（1．13）、肝臓（1．06）、血液  

（11．6）、血祭（9．47）、リンパ節   （0．71）、脂肪（0．64）、腎臓（0．45）、  
雄  

（7．66）、皮膚（5．46）、血液（5．34）、副  

腎（4．75）   

褐色脂肪（66．5）、脂肪（50．2）、肝臓   脂肪（2．02）、血渠（1．14）、肝臓  

（19．9）、血祭（15．0）、リンパ節（11．4）、  （1．03）、血液（0．72）、腎臓（0．45）、  

雌            副腎（10．9）、皮膚（9．94）、卵巣（8．65）、  褐色脂肪（0．41）、その他（0．40未  

血液（8．51）、ヰ状腺（8．20）、腎臓  満）   

（8．20）  

1）：雌雄とも投与8時間後。2）：雌雄とも投与168時間後。  

（6）代謝物同定・定量  

SDラットにpyr－14C－クロルフェナビルを低用量（2mg／kg体重）及び高用量（20   

mg／kg体重）で単回経口投与し、尿、糞及び胆汁試料中のクロルフェナビルの代謝物の   

同定・定量試験が実施された。  

糞及び尿中における代謝物は表6に、胆汁及び糞中における代謝物は表7に示され   

ている。  

代謝物は尿中に11種、糞中に25種（内1種はクロルフェナビル未変化体）、胆汁中に   

17種が検出された。これらのうち5種がクロルフェナビル未変化体、B、D、F及びKと   

同定された。クロルフェナビル未変化体、D及びFは糞中のみに検出された。Bは糞及   

び胆汁中に、Ⅹは尿、糞及び胆汁中に検出された。これらの他に、尿中でⅠが検出され、   

尿及び胆汁中でJ、尿、糞及び胆汁中でLの構造が推定された。  

尿及び糞中に共通して検出されたⅩが主要な代謝物であったが、非常に多数の代謝   

物が生成したため、各々の含有率は低く、最大でも10％TARを超える代謝物は認めら   

れなかった。代謝物の多くは1％TAR以下の微量代謝物であった。尿及び糞中の未同定   

極性代謝物（ひ2～4、F－2－6等）は、β－グルクロニダーゼ及びサルファターゼ処理によっ   

ては全く変化を受けなかった。これらの尿及び糞中極性代謝物は、胆汁中代謝物の腸肝   

循環を経た変化が成因と考えられることから、Ⅹの他の抱合体あるいはⅩがさらに変   

化を受けた代謝物の抱合体であると推察された。  

表6 糞及び尿中における代謝物（％TAR）  

性別  部位  タロルフェナヒ○ル   代謝物   

糞   17．0   
B（1．6）、D（0．5）、F（0．3）、E（3．8）、L（1．4）、  

雄  
未同定F－2、3、4、5、6★（13．8）  

尿  
Ⅰ（0．6）、J（0．1）、Ⅹ（2．7）、L（1．1）、  

未同定U－2、3、4★（4．4）   

糞   
B（1．4）、D（0．4）、F（0．6）、E（3．1）、L（2．5）、  

23．1  

雌  
未同定F－2、3、4、5、6★（11．8）  

尿  
Ⅰ（0．3）、J（＜0．1）、K（2．釦、L（0．8）、  

未同定U－2、3、4★（2．2）   
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糞   35．2   
B（0．9）、D（0．7）、F（0．3）、Ⅹ（2．8）、L（2．2）、  

雄  
未同定F・2、3、4、5、6★（10．0）  

尿  
Ⅰ（0．4）、J（0．1）、Ⅹ（2．3）、L（0．8）、  

20mg／kg  未同定U・2、3、4★（3．7）  

体重  
糞   33．0   

B（1．1）、D（0．6）、F（0．3）、K（2．5）、L（2．4）、  

雌  
未同定F・2、3、4、5、6★（臥5）  

尿  
Ⅰ（0．3）、J（＜0．1）、Ⅹ（2．7）、L（0．6）、  

未同定U・2、3、4★（1．9）   

－：検出されず。★：Ⅹ及びさらに代謝を受けた代謝物の抱合体。   

胆汁中の主要代謝物は極性代謝物（B－2～B－6）であった。これらの代謝物は、β・グルク  

ロニダーゼあるいはサルファターゼによる処理を行っても変化を受けないが、塩酸処  

理により主にⅩを生成することから、グルクロナイド、サルフェート以外のⅩの何ら  

かの抱合体であると推定された。糞中にはこれらに相当する代謝物が検出されないこ  

とから、消化管内で変化を受けるか、あるいは腸肝循環によりさらに代謝されることが  

示唆された。   

尿、糞及び胆汁中の代謝物の同定及び定量結果より、以下のようなクロルフェナビル  

の体内動態が示唆された。即ち、クロルフェナビルの主要代謝経路はKを生成する経  

路であり、中間代謝物として」Vアルキル基が脱離したFを経由し、ピロール環4位が  

変換を受ける経路と推定された。その他の代謝経路として、脱ハロゲン化、」Ⅴアルキル  

基末端の酸化等も見い出された。代謝物はいずれもピロール環、フェニル環の双方を保  

持しており、代謝過程において両環間の結合が開裂する可能性のないことが示された。  

また、これらの体内動態に顕著な雌雄差は認められなかった。（参照3）  

表7 胆汁及び糞中における代謝物（％TAR）  

投与量   性別  部位  タロルアェナヒ●ル   代謝物   

胆汁  
B（0．2）、J（0．5）、Ⅹ（1．5）、L（1．2）、  

雄  
未同定B・2、3、4、5、6★（20．7）  

2mg／kg  糞   8．9   D（＜0．1）、F（0．2）、K（0．1）  

体重  
胆汁  

B（＜0．1）、J（0．4）、Ⅹ（1．4）、L（0．釦、  

雌  
未同定B・2、3、4、5、6★（16．9）  

糞   2．1   D（＜0．1）、F（0．1）、K（0．1）   

胆汁  
B（0．1）、J（0．6）、Ⅹ（0．8）、L（0．7）、  

雄  
未同定B・2、3、4、5、6★（12．3）  

20mg戊g  糞   17．5   D（0．2）、F（0．2）、E（＜0．1）  

体重  
胆汁  

B（0．1）、J（0．4）、Ⅹ（1．3）、L（0」7）、  

雌  
未同定B・2、3、4、5、6★（14．0）  

糞   10．1   D（0．1）、F（0．1）、K（＜0．1）   

－：検出されず。★：Ⅹ及びさらに代謝を受けた代謝物の抱合体。  
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（7）反復投与後の排泄・分布・代謝  

SDラット（一群雄各4匹）にpyr－14C－クロルフェナビルを低用量（2mg／kg体重／日）で   

7日間（計7回）反復経口投与し、最終投与168時間後まで定期的に尿及び糞を採取し、   

また、最終投与8、24及び168時間後に解剖し、臓器・組織中の放射能濃度を測定した。  

反復投与における尿及び糞中排泄率は表8、主要組織の残留放射能濃度は表9、最終   

投与後72時間の尿及び糞中における代謝物は表10に示されている。  

糞中への排泄率は尿中排泄率の約5倍以上であり、糞中への排泄が主な経路であっ   

た。投与期間中の累積排泄率は累積投与量にほぼ比例して上昇しており、反復投与に   

ょって排泄が顕著に遅延する傾向は認められなかった。投与終了後の排泄パターンは   

単回投与時とほぼ同様であり、最終投与168時間後に、尿、糞の合計で93・4％TARが排   

泄された。 

吸収された放射能は種々■の組織に分布し、各組織とも最終投与8時間後に最高濃度   

を示したく，血祭中濃度よりも高濃度に分布する組織は、最終投与8、24及び168時間後   

の脂肪及び168時間後の肝臓であった。脂肪組織中には最も高濃度の分布が認められ   

たが、最終投与168時間後には最高濃度の約15％まで低下した。最終投与168時間後   

の体内残存は低レベルであり、残留傾向は認められなかった。神経系組織における分布   

濃度は低く、血衆中濃度の1／10～1／50程度であった。以上の体内動態は単回投与時と   

同様であり、反復投与によって体内動態が変化することはないことが示された。代謝物   

の分析結果も単回投与と同様であったことから、代謝経路も単回投与時と同様である   

と推定された。（参照5）  

表8 尿及び糞中排泄率（投与量に対する割合、％TAR）  

最終投与後  累積排泄率  

投与回数   経過時間仏r）  尿   糞   尿＋糞   

1  1．0   5．1   6．1   

6  9．5   56．8   66．3   

24   11．9   68．8   80．7  
7  

168   14．5   78．9   93．4   

表9 反復投与後の主要組織の残留放射能濃度（巨g／g）  

経過時間（br）   

8   24   168   

0  

．  

1  腎臓（0．427）、血液（0．415）、   

、  その他（0．40未満）   

脂肪（13．  

色脂肪（7  

血液（4．7  

臓（2．33）  

満）  

表10 最終投与後72時間の尿及び糞中における代謝物（％TAR）  
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投与量  部位   タロルフェナヒ○ル   代謝物   

尿  
Ⅰ（0．1）、J（0．1）、K（0．9）、L（0．1）  

2mg戊g  未同定U・2、3、4★（1．2）  

体重  
糞   1．1   

A（1．1）、B（0．3）、D（＜0．1）、F（0．1）、Ⅹ（0．8）、  

L（0．5）、未同定F・2、3、4、5、6★（4．0）   

一：検出されず。★：．X及びさらに代謝を受けた代謝物の抱合体。  

（8）薬物動態（マウス）   

ICRマウスにpyr－14C－クロルフェナビルを低用量（2mg／kg体重）及び高用量（20   

mg肱g体重）で単回経口投与する薬物動態試験が実施された。  

血中放射能推移は表11に示されている。血中濃度は投与後、経時的に上昇し、雄は投   

与4～8時間後に、雌は投与4～12時間後にC皿aXに達した。その後二相性の減衰を示し、   

投与168時間後にはCmaxの9－15％まで低下した。Tl／2は雄が77…106時間、雌が52～74   

時間であった。投与168時間後の高用量群のAUCは、低用量群の5～6．5倍であった。   

（参照6）  

表11血中放射能推移  

投与量   2mg／kg体重  20皿g／kg体重   

性別   雄   雌   雄   雌   

T皿舐（br）   4   4   8   12   

Cmax（mg几）  2．63   3．21   13．5   18．8   

Tl／2（b）   106   52．1   76．6   73．7   

注）4動物の平均。  

2．植物体内運命試験  

（1）ひめりんご  

PyT・14C一クロルフェナビルを使用して、ひめりんご（品種：Malus prumiforia）におけ   

るグロースキャビネット（25－270C、10000Lx（12br／日）光照射）内での植物体内運命試   

験が実施された。  

pyr－14C・クロルフェナビルの挿散について、①ひめりんごの実に塗布（試験期間：4日   

間）、②ガラス面に塗布（4日間）、③水溶液に通気（2日間）、④濾紙に塗布して水に浸す（7  

日間）、⑤水に浸さない（7日間）の各試験を実施した結果、クロルフェナビルの拝散率は   

①42％TAR、②0％TAR、③48％TAR、④46％TAR、⑤22％TARであった。なお、クロル   

フェナビルは水が介在する状態で拝散しやすいことが明らかになった。  

pyr－14C・クロルフェナビルの10％乳剤の1000借希釈液を、菓面処理では、葉表及び   

葉裏の全面に一葉当たり9．70llg（0．37トIg／cm2）の割合で、果実処理では果実表面の全面   

に一個当たり4．85トgを塗布し、グロースキャビネット内で56日間生育させた。処理部   

位における放射能は果実においては、処理直後が総処理放射能（M）の94．0％であり、   

その後、経時的に減少し、処理56日後には54．9％TARとなった。この時、親化合物は総  
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残留鱒射能（TRR）の99．1％を占めた。果実表面における残留放射能は経時的に減少し  

たが、逆に溶媒可溶性放射能は処啓28日後には23．8％TARとなり、果実内への吸収量  

増加が認められた。■しかし、水可溶性及び非抽出性放射能は増加せず、0．3％TAR以下で  

あった。代謝物Fが処理28日後に0．3％TAR、56日後に0．2％TAR検出された。   

葉においては、処理直後の95．8％TAR（36．6mg／kg）から処理7日後に20．5％TAR、56  

日後に15．雲）％TARと急速に減少した。親化合物は処理56日後で75．5％TRRを占めた。  

表面残留性放射能は果実より速く減少したが、吸収量は果実より少なく、処理7日以降  

8－10％TARの範囲内にあった。代謝物としてFが1．9％TAR（56日後）が検出された。ま  

た、水溶性画分のβ・グルコシダーゼ分解によりⅩ及び未同定代謝物UX・1が生成し、E  

は処理28日及び56日後に0．1％TARを検出した。他に多数の高極性代謝物が認めら  

れたが、いずれも0．2％TAR以下で同定できなかった。   

本処理条件下の果実及び実におけるクロルフェナビルの推定半減期は、処理放射能  

量対比ではそれぞれ100日以上及び3日、残留濃度対比では20日及び3日であり、部  

位間で大きな差があった。これは水の蒸散に伴う揮散が関与しているものと推察され  

た。（参照7）  

（2）なす  

pyr－14C－クロルフェナビルを使用して、なす（品種：千両2号）におけるグロースキャ   

ビネット（25～270C、10000Lx（12b／日）光照射）内での植物体内運命試験が実施された。  

Pyr－14C－クロルフェナビル0．21Llg／mLを含む水耕液に、なす幼苗（第二菓未展開期）   

の根部を浸し、6、24、48及び96時間後に植物を採取し、4部位（根、茎、子葉及び本葉）の   

放射能を測定した。その結果、pyr－14C－クロルフェナビルを添加した水耕液中の放射能   

は、根部で処理96時間後に70．2％TARとなった。根より上部の茎への移行は処理48   

時間後に0．4％TARであったが、葉への移行はなかった。  

pyr－14C－クロルフェナビルの10％乳剤の希釈液（100・ドg／mL）を果実の表面にクロル   

フェナビル6．3巨g／個の割合で塗布し、処理直後、3、7、14及び28日後に処理果実を採取   

し、放射能を測定した。また、pyr－14C・クロルフェナビルの10％乳剤の希釈液（100   

膵／mL）を着果部位直下の菓表及び葉裏の全面にクロルフェナビルを0．22トg／cm2の割   

合で塗布し、処理直後、3、7、14及び28日後に処理業、直上の菓、直下の菓及び処理部位   

の上の果実及びそれらの菓や果実がついていた茎に分割、採取して、放射能を測定した。   

その結果、処理部位における放射能は果実では処理直後で94．9％TARであったが、処   

理28日後には29．6％TARとなった。表面の残留放射能は経時的に減少し、逆に溶媒可   

溶性放射能が増加して、果実内への吸収量増加が認められた。しかし、水可溶性及び非   

抽出性放射能は増加せず、0．1％TAR以下であった。葉面処理の処理業では、直後が   

94．0％TARで、処理28日後には20．4％TARとなったが、非処理部位への移行はいずれ   

の部位とも 0．2％TAR以下であった。表面の残留放射能は果実より速やかに減少した   

が、吸収量は6～10％TARの範囲内にあった。また、水可溶性及び非抽出性放射能量は経   

時的に徐々に増加したが、処理28日後で1．5％TAR未満であった。  

表面残留及び溶媒可溶性放射能画分中の代謝物を解析した結果、果実及び菓面処理   

でのクロルフェナビルは処理56日後で29．5％TAR及び18．2％TARで、その他にFが  
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同定されたが、その生成量は処理果実及び処理業においても、0．1％TAR以下であった。  

その他の代謝物も処理果実及び処理業に検出されたが、その各代謝物の合計はいずれ  

も0．1％TAR以下であった。（参照8）  

（3）キャベツ  

pyr－14C－クロルフェナビルを使用して、キャベツ（品種：秋得）におけるグロースキャ   

ビネット（20～220C、50000Lx（12hr／日）光照射）内での植物体内運命試験が実施された。   

1）土壌処理  

pyr・14C－クロルフェナビルの10％乳剤の1000倍希釈液（100ll釘mL）を、土壌（沖積  

土）に0．2mgainig相当量を加え、明条件（室内光、250C）及び暗条件（280C）で30日間  

インキュべ－ションした。その後、第一本葉期（播種2週間後）のキャベツ幼苗を移植  

し、7、14及び28日後に試料を採取し、本葉、子葉、茎、根及び土壌に分画し放射能を  

測定した。その結果、明条件及び暗条件におけるpyr－14C一クロルフェナビル添加30  

日後の土壌中の抽出成分は75．6％TAR及び82．4％TAR、さらに溶媒可溶性代謝物と  

して、それぞれ4．5％TAR及び6．9％TAR検出した。両条件下での代謝物生成量に有  

意な差はみられず、主要代謝物はDであった。この土壌にキャベツ幼苗を移植し28  

日間生育させた結果、植物体中に放射能が1．2～1．3％TAR吸収された。その大部分は  

根に分布し、タロルフェナビル及びDが検出された。茎葉部への移行は0．2％TARで  

あり、本葉でクロルフェナビルのみが0．1％TAR以下検出された。なお、植え付け時   

（30日間のプレインキュべ－ション期間直後）の土壌中のTRR及びクロルフェナビ  

ル及びDはそれぞれ93～97％M、7ト76％TAR、3．0～4．4％M、キャベツ栽培の28  

日後には82～96％TAR、59～61％TAR、2．7－3．0％TARであった。植物体における放射  

能濃度に土壌の前処理の違いによる差は認められなかった。   

2）結球処理  

pyr・14C－クロルフェナビルの10％乳剤の1000倍希釈液1mLを、結球部分を中心  

に半径10cmの範囲（繁茂した外菓を含め8－10枚）に塗布した（約0．30膵／cm2）。その  

後グロースキャビネット内（20－220C）で生育させ、7、14及び28日後に施用部位（結  

球より外れ外菓とならた部分を含め1卜14枚）、その他の菓（施用時に結球部分を中  

心に10cmの範囲に入らなかった外葉8～12枚）及び結球部分に分けて採取し、放射  

能を測定した。その結果、処理部位のTRRは処理直後89．6％TAR、7日後以降28日  

後まで約70％TARが検出された。水可溶性及び非抽出性放射能は28日後でそれぞ  

れ2．2及び2．3％凹まで増加した。しかし、その他の菓及び結球部分への移行は28  

日後において1．2％TAR及び0．2％Mであった。  

処理部位及びその他の葉における溶媒可溶性放射能画分中の残留放射能の化学形  

態は、処理部位では各時期ともに親化合物が64％M以上を占めた。処理部で7日  

後以降わずかに5種（そのうちK、D及びFが同定された）が検出されたが、その他の  

菓ではクロフェナビルのみが0．4～1．0％TAR検出された。また、代謝物については処  

理部位において溶媒可溶性代謝物が14日後に最高値を示しD及びⅩが0．5％TAR、  

Fが0．3％M検出されたが、その他はいずれも0．1％TAR以下であった。水可溶性  

代謝物の合計は28 日後に2．2％mR となり、代謝物は極性が一番高いもので最大  
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0，7％TARを示したが、その他の代謝物は、9種類以上の未同定極性代謝物でいずれ  

も0．2％TAR以下であった。その他に非抽出性代謝物が2．3％TAR生成した。以上よ  

り、キャベツにおける主要な代謝反応はピロール環上のプロム基の脱離によるD、脱  

プロム化と酸化によるK及びル脱エトキシメチルによるFの生成であった。（参照  

9）  

3．土壌中運命試演  

（1）好気的湛水土壌中運命試験  

Pyr・14C－クロルフェナビルまたはphe－14C－クロルフェナビルを使用し、火山灰・軽埴   

土（茨城土壌）及び沖積・埴壌土（高知土壌）における好気的湛水土壌中運命試験が実施さ  

れた。  

好気的条件下では空気、嫌気的条件下では窒素を通気してプレインキュべ－ション   

した土壌及びオートクレープで滅菌した土壌に標識化合物を乾土あたり約0，5囲／g処   

理し、最大容水量を約60％に調節した後、遮光下、280Cで、インキュベー卜した。  

好気的条件下において標識体間及び土壌間でタロルフェナビルの減衰に差はほとん   

どなかった。土壌中の溶媒可溶性放射能は経時的に減少し、処理240 日後で   

77～81％TAR、365日後には茨城土壌で63％TAR、高知土壌で76％TARとなった。茨城   

土壌及び高知土壌でのクロルフェナビルの推定半減期は230－250 日及び260 日で   

あった。親化合物を含めてphe－14C－クロルフェナビル処理区で8種類の分解物、   

pyr－14C－クロルフェナビル処理区で10種類の分解物を分離し、このうち7種類（C、D、   

E、F、G、H及びK）を同定した。主要分解物はI）であり、茨城土壌ではphe－14C－クロル   

フェナビル処理区で240日後に24．9％TAR、pyr－14C－クロルフェナビル処理区で365   

日後に27．3％TARに達した。同様に、高知土壌では、Phe－14C－クロルフェナビル処理区   

では240日後に26．5％TAR、pyr・14C－クロルフェナビル処理区で365日後に29．9％TAR   

に達した。．その他の分解物の生成量は3％TAR以下であった。  

水可溶性放射能は両土壌とも1％TAR前後と僅かであった。一方、非抽出性放射能は   

経時的に増加し、処理365日後には茨城土壌で20％TAR、高知土壌で16％mRとなっ   

た。また、】4CO2の発生及び揮散性化合物は少なく、処理365 日後にはそれぞれ茨城土   

壌で2．1％TAR及び1．4％TAR、高知土壌で3．6％TAR及び2．7％TARであった。捧発性   

化合物としてタロルフェナビル及び分解物Dが最終的に茨城土壌で0．3～0．4％TAR及   

び0．2－1．0％TAR、高知土壌でそれぞれ0．3－0．9％TAR及び0．6～1．8％TAR検出された。  

ピロール環とフェニル環の結合部分は両標識体施用とも14CO2発生量に差がないこ   

と及び同定された分解物はいずれも両環を有していることから、結合部分の開裂はな   

いものと考えられた。  

嫌気的条件の処理30日後において、クロルフェナビルは約10％mRと緩やかに分   

解し、主要分解物Dの生成量は3．3％TARに留まり好気的条件の約1／2と少なかった。   

また、滅菌条件下では処理直後と30日後では分解物の量に殆ど差がなかった。  

以上のことから、クロルフェナビルは主に酸化反応を受けて消失することが明らか   

となった。（参照10）  
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（2）土壌表面における光分解  

直径5cmのガラスシャーレに約5gの土（AgriculturalResearchCenter（Princeton、   

ニュージャージー）から入手したSassafras sandyloam）を入れ、Pyr－14C－クロルフェナ   

ビル及びphe－14C－クロルフェナビルを440gaiAaとなるように添加し、25士10Cでキ   

セノンアークランプ（波長290nm以下の短波長紫外線吸収フィルター使用、光強度   

0．35W／m2、波長340nm）を30日間照射した。  

試験系からの総放射能回収率はphe・14C－クロルフェナビルで95．≡卜104％及び   

pyr・14C－クロルフェナビルで95．0－100％と良好で、拝散等による損失を認めなかった。   

照射区においてクロルフェナビルは擬一次反応速度論的に減衰し、30日間で約25％が   

分解した。推定半減期は、phe－14C－クロルフェナビルで68日、pyr－14C・クロルフェナビ   

ルで82日と推定された。2種類の分解物F及びKが生成され、30日後にはそれぞれ約   

5％TARを占めた。同定できない放射性成分が複数認められたものの、両標識体のいず   

れについても抽出された放射能の3％以上を占める分解物はなかった。（参照11）  

（3）土壌吸着試強  

クロルフェナビルの土壌吸着試験が4種類の国内土壌（高知、茨城、長野及び石川）を   

用いて実施された。  

吸着係数Kは10ト224、有機炭素含有率により補正した吸着係数Kocは   

2350－13100であった。（参照12）  

4．水中運命試験  

（1）加水分解試験（非標識体）  

非標識クロルフェナビルをpH4（0．1Mフタル酸緩衝液）、PH7（0．1Mリン酸緩衝   

液）及びpH9（0．1Mホウ酸緩衝液）の緩衝液にそれぞれ0．05mg几となるように加え   

た後、50±0．2。Cの条件下でインキュべ－トし、7日間にわたり加水分解試験が実施さ  

れた。  

pH4及び9の緩衝液における処理7日後のタロルフェナビルの残存率はそれぞれ   

83及び82％TAR（推定半減期は25及び29日）であり、500Cにおける加水分解に対し   

て不安定であった。pH7では残存率94％TAR、推定半減期1年以上と安定であった。  

さらに、pH4及び9の緩衝液において、室温（250C）条件下で、28日間にわたる加水分  

解試験を実施した。  

その結果、250C条件下でのpⅡ4及び9の緩衝液におけるタロルフェナビルの残存   

率はそれぞれ104及び101％TAR、推定半減期はpH4及び9ともに28日以上であり、   

安定であった。（参照13及び14）  

（2）加水分解試顔（標識体）  

pyr・14C－クロルフェナビルまたはphe－14C－クロルフェナビルをpH5（0・5Mフタル   

酸緩衝液）、pH7（0．5Mリン酸緩衝液）及びpH9（0．5Mホウ酸緩衝液）の緩衝液にそれ   

ぞれ0．07mg／Lとなる．ように加えた後、25±10Cの条件下で、30日間にわたり加水分解   

試験が実施された。その結果、両標識体とも250CにおいてpH5、7及び9のいずれに   

おいても30日後のクロルフェナビルの残存率は99％以上で、推定半減期も30日以上  
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であり、加水分解に対して安定であった。（参照15）  

（3）水中光分解運命試酸（非標識体）  

純水及びろ過滅菌した河川水（pH7．5、神奈川県）にクロルフェナビルアセトン溶液   

を添加して0・05mg几溶液を調製し、290nm以下の光を除去したキセノンランプ（830   

W／m2、測定波長290－830nm）を16時間照射した。この場合のクロルフェナビルの推定   

半減期は純水中で7時間、河川水中で14．6時間であった。（参照16）  

（4）水中光分解運命試験（緩衝液）  

Pyr’14C－クロルフェナビルまたはphe－14C－クロルフェナビルをpH5（酢酸緩衝液）、   

pH7（0・067Mリン酸緩衝液）及びpH9（0．01Mホウ酸緩衝液）の緩衝液にそれぞれ   

0・065mg几となるように加えた後、25土10Cでキセノンアークランプ（波長290nm以   

下の短波長紫外線吸収フィルター使用、光強度239．2W／m2、測定波長300～800nm）を   

30日間にわたり照射し、水中光分解運命試験が実施された。  

Pyr‾14C－クロルフェナビル及びphe－14C一クロルフェナビルとも光照射により速やか   

に分解し、30日後にクロルフェナビルはpH5で1．3～2．3％M、pH7で4．5－8．8％m、   

PH9で0・9－1．2％TARであった。主たる分解物としてクロルフェナビル異性体0が同   

定され、その生成量は処理30日後において、PH5で51・7－54．5％TAR、pH7で   

61，8～62・0％TAR、pH9で61・9～70．7％TARであった。その他に複数の未同定分解物及   

び極性分解物が検出されたが、いずれも少量であり、10％TARを超えて生成する分解   

物はなかった。   

各緩衝液中においてグロルフェナビルは擬一次反応的に減衰した。算出されたpH5、   

7及び9の緩衝動こおけるクロルフェナビルの推定半減期は、それぞれ5．2、7．5及び   

4・8日であった。これは東京における4～6月の平均全天日射量に換算すると、pH5、7及   

び9においてそれぞれ12．6、18．1及び11．6日に相当した。（参照17）  

（5■）水中光分解運命試験（自然水）  

pyr－14C－クロルフェナビルを自然水（pH7．2、大阪府河内長野市の地下水）に0．06  

ドg／Lとなるように加えた後、25±20Cでキセノンアークランプ（波長290nm以下の短   

波長紫外線吸収フィルター使用、光強度537．1W／m2、測定波長300－800nm）を8日間   

照射し、水中光分解運命試験が実施された。  

pyr－14（コークロルフェナビルは光照射により速やかに分解し、処理8 日後に7．8％TAR   

に減少した。主たる分解物としてクロルフェナビル異性体0が検出され、その生成量   

は処理8日後において55．7％TARに達した。また、エチル基の末端が酸化を受けたB   

が5■6％TAR検出された。その他に複数の未同定分解物が検出されたが、いずれも少量   

であり、10％TARを超えて生成する分解物はなかった。  

自然水中での光照射によりクロルフェナビルは擬一次反応的に減衰し、算出された   

推定半減期は2．3日であった。これは東京における4～6月の平均全天日射量に換算す   

ると12・3日に相当した。自然水中においてクロルフェナビルは速やかに分解するもの   

と考えられた。（参照18）  
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5．土壌残留試戟   

容器内試験では火山灰・軽埴土（茨城及び熊本）及び洪積・重埴土（福岡）、圃場試験では火   

山灰・軽埴土（茨城）及び沖積・埴壌土（高知）を用いて、クロルフェナビル及び分解物Dを   

分析対象とした土壌残留試験（容器内及び圃場試験）が実施された。  

推定半減期は表15に示されており、クロルフェナビルとしては23～92日、クロルフェ   

ナビルと分解物Dの含量として114日であった。（参照19）  

表15 土壌残留試験成績（推定半減期）  

試験   濃度★   土壌   
クロルフェナビル  

クロルフェナビル  
王制呼物D   

23（茨城）  
火山灰・軽埴土  

40（熊本）  容器内試験  0．15mg／kg  

洪積・重埴土   92   114   

火山灰・軽埴土   35  
圃場試験   150g瓜a  

沖積・埴壌土   48  

★：容器内試験で原体、圃場試験で10％フロアプル剤を使用。－：検出限界未満。  

6．作物残留試験   

クロルフェナビルを分析対象化合物とした作物残留試験が実施された。分析法はアセ  

トンで抽出した試料を精製後、窒素リン検出器若しくは電子掃獲型検出器付ノきガスクロ   

マトグラフを用いて定量するものであった。参考のため代謝物F及びDを一部の作物に   

ついて分析した。   

結呆は別紙3に示されており、クロルフェナビルの最高値は、茶（荒茶）の最終散布7日後   

における31．4mg此gであった。代謝物Fの最高値は、茶（荒茶）の最終散布14日後におけ   

る0．39mg／kgであった。また、代謝物Dはキャベツとだいこん（根部）の2作物について   

のみ分析し、いずれも定量限界未満であった。（参照20）   

別紙3の作物残留試験の分析値を用いて、クロルフェナビルを暴露評価対象化合物と   

して農産物から摂取される推定摂取量が表16に示されている（別紙4参照）。   

なお、本推定摂取量の算定は、申請された使用方法からクロルフェナビルが最大の残留   

を示す使用条件で、今回申請されたいちご、とうがらし類、かぶ、さやえんどう、非結球   

キャベツ、すいぜんじな、．リーフレタス、サラダ菜、こまつな、みずな、さんとうさい、ひろ   

しまな、よもぎ、バナナ及びリンゴを含む全ての適用作物に使用され、加工・調理による   

残留農薬の増減が全くないとの仮定のもとに行った。  

表16 食品中より摂取されるクロルフエナビルの推定摂取量  
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国民平均   小児（1～6歳）   妊婦   高齢者（65歳以上）   

（体重：53．3kg）  （体重：15．8kg）  （体重：55．6kg）  （体重：54．2kg）   

296   180   289   334   
摂取量  

（ドg／人／日）  

7．一般薬理試験  

ラット、マウス及びウサギを用いた一般薬理試験が実施された。結果は表17に示され   

ている。（参照21）  

表17 一般薬理試験概要  

り種類   動物種   動物数 ／  投与量 （m釘kg体二動  結果の概要   
匹群    （投与経路）   

3叫沖g体重以」ごで症状発  

一般状態  0、0．3、1、3、  
現（身づくろい■反応性・自  

マウス  雄3  10、100  1   

発運動の低下、歩行異常、  

（Irwi刀法）  
（経口）  

3  

腹位姿勢、下痢、間代性痩  

攣、流政瞳孔敵対  

謝m曲g体重以＿とで死亡   

諏m離喝体重以上で症状  

発鄭身づくろい・反応性・  

一般状態  0、3、10、30、  
自発運動の低下、体温上  

ラット  雄3  100、300  10   
昇、腹位姿勢、L四肢の異常  

（Irwin法）  
（経口）  

30  
姿勢、間代性痘攣、歩行異  

常流感  

1∝）m亦g体重以上で死  

亡   
へキソノウレ  0、1、3、10  

マウス  雄8  
（経口）   

10  
ビターソ用郵民  

投引こよる影響なし   

体温  
ラット  雌6   

0、3、10、30  

（直腸温）  （経口）   

10   30   体温上昇   

自発脳波  ウサギ  雄3  0、3、10、30  
30  

（経口）  
投与による影響なし   

呼吸数・  

血圧・  0、3、10、30  

ウサギ  雄3   （十二指腸内）   
30  心拍数・  投与による影響なし   

心電図  

0、3、10、30  
瞳孔径  ラット  雄6  

（経口）   

30  投与による影響なし   

腸管輸送能  0、1、3、10  
マウス  雄8  

（経口）   

10  
J′  

投与による影響なし   

懸垂動作  
マウス  雄8   

0、1、3、10  
10  

試験  （経口）  
投引こよる影響なし   

血液  0、3、10、30  
ラット  雄6  

（経口）   

30  投引こよる影響なし   
凝固能  

試験の種類   

一般状態  

（Irwi刀法）  

中  

枢  
一般状態  

神  
（Irwin法）  

経  

系  

へキソノウレ  

ビターソ用郵民  

体温 
（直腸温）  

自発脳波   

呼吸数・  

呼吸・循     血圧・   

環器系  心拍数・  
心電図   

自律神  
瞳孔径   

経系  

消化  

器系   

懸垂動作  
骨格筋  

試験   

血液  
血液  

凝固能   
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8．急性毒性試験  

（1）急性毒性試験  

SDラットを用いた急性経口毒性試験及び急性吸入毒性試験、ICRマウスを用いた急   

性経口毒性試験、ウサギを用いた急性経皮毒性試験が実施された。  

各試験の結果は表18に示されている。（参照22～25）  

表18 急性毒性試験結果概要（原体）  

投与  動物種  LD50（mg／kg体重）  

経路  性別・匹数  
観察された症状  

雄   雌   

雌雄：自発運動の減少、呼吸促迫、間  
経口   

SDラット 雌雄各5匹   

461   304  代性痘攣、流i延、腹臥位  

雄：仰臥位、左下横臥   

ICRマウス  
経口  

雌雄各5匹   
45   78   雌雄：活動性低下   

経皮   NZWウサギ 雌雄各5匹   
＞2000   ＞2000  症状なし   

SDラヅト   
吸入  

LC50（mg几）  雌雄：苦悶呼吸、活動性低下、あえぎ  

雌雄各5匹   0．83   ＞2．7  呼吸、鼻流出物、性器の汚れ   

代謝物F、D、G及びⅩのSDラットを用いた急性経口毒性試験が実施された。  

各試験の結果は表19に示されている。（参照26～29）  

表19 急性毒性試験結果概要（代謝物）  

投与  動物種  LD50（mg／kg体重）  

経路   
化合物  観察された症状  

性別・匹数  雄   雌   

SDラット   
経口   F  27．0   29．4   

雌雄：後肢伸展を伴う虚脱状態  

雌雄各5匹  雌：活動性増加、苦悶状態   

SDラット   
経口   D  ＞5000   ＞5000   

雄：活動性低下  

雌雄各5匹  雄1匹、雌1匹死亡   

SDラット  
雌雄：下痢  

経口   G  
雌雄各5匹   

＞5000   2500  雌：活動性低下、頻尿、眼瞼下垂  

雄5000mg肱gで死亡   

雌雄：流隠呼吸楓活動性低下、高体温  
SDラット   

経口  K  776   
雄：血様瓶鼻同園の褐色物、脱水状態、尿中  

雌雄各5匹  
1370           赤色物  

雌：眼瞼下垂、頻尿、虚脱状態   

（2）急性神経毒性試験（ラット）  

SDラット（一群雌雄各10匹）を用いた強制経口（原体：0、45、90及び180mg／kg体   

重）投与による急性神経毒性試験が実施された。  
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180mg戊g体重投与群において、雌雄各2匹が死亡した。  

一般状態観察において、180mg／kg体重投与群の5匹に嗜眠状態が見られ、そのうち   

2匹は投与日に死亡し、他の3匹は翌日回復した。90mg戊g体重投与群の2匹に噂眠状   

態が見られ、投与翌日に回復した。機能検査では180mg／kg体重投与群で歩行異常、運  

動障害、覚醒レベルの低下がみられた。  

自発運動量の検査において、180mg／kg体重投与群の雄で自発運動量が対照群に比  

べて有意差はないものの低値を示した。同群の自発運動量は、投与前の検査においても  

対照群に比べ僅かに低値であり、同群の雌では投与当日に同様の変化は見られなかっ  

たことから、この変化は検体投与の影響ではないと考えられた。  

全動物の剖検及び一群雌雄各5匹の神経病理学的検査において、検体投与に起因す  

る変化は認められなかった。  

本試験において、90mg耽g体重以上投与群に噂眠状態が認められたことから、無毒   

性量は雌雄とも45mg／kg体重であると考えられた。（参照30）  

9．眼・皮膚に対する刺激性及び皮膚感作性試詮   

NZW ウサギを用いた皮膚刺激性試験及び眼刺激性試験、日本白色種ウサギを用いた   

眼粘膜刺激性試験が実施された。その結果、皮膚刺激性は認められなかったが、軽度（日本   

白色種ウサギ）から中等度（NZWウサギ）の眼粘膜刺激性が認められた。また、日本白色種   

ウサギではこの眼刺激性は洗眼により軽減されることが示された。（参照3卜33）   

Hartleyモルモットを用いた皮膚感作性試験（雄を用いたBuehler法及び雌を用いた   

Maximization法）が実施された。その結果、皮膚感作性は陰性であった。（参照34及び35）  

10．亜急性毒性試該  

（1）90日間亜急性毒性試廉（ラット）  

SDラット（一群雌雄各20匹）を用いた混餌（原体：0、150、300、600、900及び1200   

ppm：平均検体摂取量は表20参照）投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。  

表20 ラット90日間亜急性毒性試験の平均検体摂取量  

与群  150ppm  300ppm  600ppm  900ppm  1200ppm   

雲散量  10．9   22．0   44．9   69．5   92．2  

重／日）   12．5   26．1   51．8   75．4   102．8   

平均検体摂  

（mg肱g体   

各投与群で認められた毒性所見は表21に示されている。   

本試験において、300ppm■以上投与群の雄に肝比重量lの増加が、600ppm以上投与  

群の雌で肝絶対及び比重量の増加等が認められたことから、無毒性量は雄で150  

ppm（10．9mg丑g体重／日）、雌で300ppm（26．1mg／kg体重／日）であると考えられた。（参  

照36）  

表21ラット90日間亜急性毒性試験で認められた毒性所見  

1：体重比重量のことを比重量という（以下同じ）。  
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投与群   雄   雌   

1200ppm  ・運動失調、鼻周囲の暗褐色物、活動  

低下  

・RBC、Hb、Ht及びAlb減少  

・ALT、GGT及びBUN増加  

・尿pH低下  

・【坐骨神経及び視神経海綿状変化】★   

900ppm  ・PLT増加   ・体重増加抑制   

以上   ・ALP増加   ・摂餌量減少  

・肝絶対重量増加（900ppmのみ）、牌  ・RBC及びHt減少  

絶対及び比重量増加   ・A⊥P増加  

・【肝細胞肥大】   ・牌絶対及び比重量増加   

600ppm  ・体重増加抑制   ・Hも減少   

以上   ・摂餌量減少   ・肝絶対及び比重量増加  

・【脳白質及び脊髄（頸部）ミエリン鞘  

海綿状変化】★   

300ppm  300ppm以下毒性所見なし   

以上   

150ppm  毒性所見なし  

注）【】内の所見は統計学的有意差なし。★：後出する「ミニリン鞘の腫脹」、「髄鞘の空胞化」また  

は「空胞化」と同質の病変である。  

ラット亜急性経口毒性試験で認められた神経病変の発生頻度は表22に示されている。  

表22 ラット亜急性経口毒性試験で認められた神経病変  

変化   
投与群（ppm）  

性 別  臓器  0   150   300   600   900   1200   

（検査動物数）   20   20   20   20   20   20  
脳  

白質の海綿状変化   0   0   0   1   2   2  

脊髄  （検査動物数）   20   20   20   20   20   20  

雄  
（頸部）                  ミエリンの海綿状変化   0   0   0   1   2   2  

坐骨  （検査動物数）   20   0   0   0   0   20  

神経                  ミエリンの海綿状変化   0   0   0   0   0   1  

（検査動物数）   0   0   0   0   0   1  
視神経  

ミエリンの海綿状変化   0   0   0   0   0   1   

雌   （検査動物数）   20   20   20   20   20   20  
脳  

自質の海綿状変化   0   0   0   0   0   0  

脊髄  （検査動物数）   20   20   20   20   20   20  

（頸部）  
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20 ● 

■日仁－≡：∴ ． ． 

（2）90日間亜急性毒性試験（マウス〉   

‡CRマウス（一群雌雄各20匹）を用いた混餌（原体：0、40、80、160及び320ppm：平   

均検体摂取量は表23参照）投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。  

表23 マウス90日間亜急性毒性試験の平均検体摂取量  

投与群  40ppm   80ppm   160ppm   320 pprn 

平均検体摂取量  雄   7．1   14．8   27．6   62．6  

mg／kg体重／日）  雌   9．2   19．3   40．0   78．0  

各投与群で認められた毒性所見は表24に示されている。   

本試験で認められた神経病変は、軽度または中程度であり、運動失調又は活動性低  

下との相関性も見られなかった。   

本試験において、80ppm以上投与群の雄及び160ppm以上投与群の雌で肝細胞肥  

大等が認められたことから、無毒性量は雄で40ppm（7．1mg肱g体重／日）、雌で80  

ppm（19．3mg／kg体重／日）であると考えられた。（参照37）  

表24 マウス90日間亜急性毒性試験で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

320ppm  ・振戦（1匹）、頻尿、食欲不振   ・1匹死亡  

・体重増加抑制 ・体重増加抑制  

・RBC及びHt増加   ・WBC増加  

・Alb減少、ナトリウム増加   ・TP及びカリウム増加  

・脳白質海綿状変化   ・肝比重量増加  

・脳白質海綿状変化  

・脊髄（頸部）ミエリン海綿状変化   

160ppm  ・肝比重量増加、牌絶対（160ppmのみ）  ・【体重増加抑制】   

以上   及び比重量増加   ・Alb減少（160ppmのみ）  

・脊髄（頸部）ミエリン海綿状変化   ・肝細胞肥大   

80ppm  ・Lym増加★）、Neu低下★   80ppm以下毒性所見なし   

以上   ・肝細胞肥大   

40ppm  毒性所見なし   

注）【】内の項目は統計学的有意差なし。★：320ppm投与群では有意差なし。   

本試験において認められた神経病変の発生頻度は表25に示されている。これらの神  

経病変は軽度または中低度の病変であった。  
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表25 マウス90日間亜急性経口毒性試験で認められた神経病変  

性   臓器   変化   
投与群（ppm）  

別  0   40   80   160   320   

（検査動物数）   20   20   20   20   20  
脳  

白質の海綿状変化   0   0   0   0   19  

雄                               脊髄  （検査動物数）   20   20   20   20   20  

（頸部）                ミエリンの海綿状変化   0   0   0   1   18   

（検査動物数）   20   20   20   20   20  
脳  

雌  
白質の海綿状変化   0   0   0   0   19  

脊髄  （検査動物数）   20   20   20   20   20  

（頸部）  

（3）90日間亜急性毒性試験（イヌ）  

ピーグル犬（一群雌雄各4匹）を用いた混餌（原体：0、60、120及び300／240／200ppm：   

平均検体摂取量は表26参照）投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。  

表26 イヌ90日間亜急性毒性試験の平均検体摂取量  

投与群  
低用量   中用量   高用量  

60ppm  120ppm  300ppm  240ppm  200ppm   

平均検体摂取量  雄   2．1   3．9   4．4   6．0   7．3  

（m写丑g体重／日）  雌   2．2   4．5   6．0   5．8   7．1  

高用量投与群においては、当初は300ppmの濃度で投与を開始したが、著しい毒性変化  

（嘔吐、削痩及び摂餌量の著しい減少）が認められため、投与量を．段階的に減少させた（表27  

参照）。  

表27 高用量投与群の濃度変更過程  

投与濃度bpm）  投与開始後日数   毒性所見及び投与量変更の理由   

300   1…14   嘔吐、削痩、体重減少及び摂餌量の著しい減少   

240   15－25   削痩、体重減少、摂餌量の減少   

200   26…93   症状発現なし  

各投与群で認められた毒性所見は表28に示されている。   

血液生化学的検査において、高用量群の雄でカリウムの高値が見られたが、背景データ  

の範囲内であり検体投与の影響ではないと判断された。   

本試験において、高用量投与群の雌雄で嘔吐、削痩、体重減少、体重増加抑制、摂餌量減  

少が認められたことから、無毒性量は雌雄とも120ppm（雄：3．9mg瓜g体重／日、雌：4．5  

mg瓜g体重／日）であると考えられた。（参照38）  
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表28 イヌ90日間亜急性毒性試験で認められた毒性所見  

雄   雌   

量群   ・嘔吐、削痩   ・嘔吐、削痩   

200pp皿）  ・体重減少、体重増加抑制   ・体重減少、体重増加抑制  

・摂餌量減少   ・摂餌量減少   

m以下   毒性所見なし   毒性所見なし   

（4〉28日間亜急性軽皮毒性試験（ウサギ）  

NZWウサギ（一群雌雄各6匹）を用いた経皮（原体：0、100、400及び1000mg此g体   

重）投与による 28 日間亜急性経皮毒性試験が実施された。検体をガーゼに塗布し生理   

食塩水で湿らせた後、毎日6時間4週間（週6日、延べ24日）にわたり刈毛部に貼付した。  

各投与群で認められた毒性所見は表29に示されている。  

本試験において、400mgnig体重投与群の雌雄でT．Cholの増加、肝比重量の増加及び肝   

細胞の細胞質空胞化が認められたことから、無毒性量は雌雄とも100mg倣g体重である   

と考えられた。（参照39）  

表29 ウサギ28日間亜急性経皮毒性試験で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

mg／kg体重  ・肝絶対重量増加   ・ALT増加  

・肝細胞質空胞化（4例）   ・肝退色（3例）  

・肝細胞質空胞化（4例）   

mg／kg体重  ・T．Cbol増加   ・T．Cbol増加   

以上   ・肝比重量増加   ・肝絶対及び比重量増加  

・【肝細胞質空胞化】（1例）   ・【肝退色】（1例）  

・肝細胞質空胞化（3例）   

mg／kg体重  毒性所見なし   毒性所見なし   

注）【】内の項目は統計学的有意差なし。  

11．慢性毒性試験及び発がん性試験  

（1）1年間慢性毒性試験（イヌ）  

ピーグル犬（一群雌雄各5匹または6匹（240ppm投与群のみ））を用いた経口（原体：   

0、60、120及び240ppm：平均検体摂取量は表30参照）投与による1年間慢性毒性試   

験が実施された。  

表30 イヌ1年間慢性毒性試験の平均検体摂取量  

投与群  60ppm   120ppm   240 ppna 

平均検体摂取量   雄   2．1   4．0   8．7   
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（mg／kg体重／日）   

各投与群で認められた毒性所見は表31に示されている。   

血液生化学的検査において、120及び240ppm投与群の雄でCreの高値が見られた  

が、背景データの範囲内であることから検体投与の影響ではないと判断された。   

本試験において、240ppm投与群の雌雄に体重増加抑制、摂餌量減少等が認められ  

たことから、無毒性量は雌雄とも120ppm（雄：4．Omgnig体重／日、雌：4．5mg／kg体重  

／日）であると考えられた。（参照40）  

表31イヌ1年間慢性毒性試験で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

240ppm  ・流誕（1匹）   ・体重増加抑制  

・体重増加抑制  ・摂餌量減少（投与開始後1及び2週）   

・摂餌量減少（投与開始後1及び2週）  

120ppm以下  毒性所見なし   毒性所見なし   

（2）2年間慢性毒性J発がん性併合試験（ラット）  

SDラット（一群雌雄各65匹：最終と殺群雌雄各55匹、中間と殺群雌雄各10匹）を   

用いた混餌（原体：0、60、300及び600ppm：平均検体摂取量は表32参照）投与による   

2年間の慢性毒性／発がん性併合試験が実施された。  

表32 ラット2年間慢性毒性／発がん性併合試験の平均検体抜取皇  

投与群  60ppm   300ppm   600ppm   

平均検体摂取量  雄   2．9   15．0   30．8  

（mg／kg体重／日）  雌   3．6   18．6   37．0  

検体投与に関連した死亡率の増加は認められなかった。   

各投与群で認められた毒性所見は表33に示されている。   

血液生化学的検査において、300及び600ppm投与群の雌ではTP及びリンが増加  

し、600ppm投与群の雌ではカルシウム及び塩素が増加したが、いずれも軽度な変化  

であること、一過性の変化であること、背景データの範囲内であることから、検体投与  

の影響ではないと判断された。   

腫瘍性病変については、その発生頻度に検体投与に関連した影響は認められなかっ  

た。   

本試験において、300ppm以上投与群の雌雄に体重増加抑制、肝比重量増加及び肝  

細胞肥大等が認められたので、無毒性量は雌雄とも60ppm（雄：2．9mg／kg体重／日、  

雌：3．6mg此g体重／日）であると考えられた。発がん性は認められなかった。（参照41）  

表33 ラット2年間慢性毒性／発がん性併合試験で認められた毒性所見  
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投与群   雄   雌   

600ppm   ・RBC、Hb及びHt減少、Retic比及び  ・摂餌量減少  

Retic増加  ・RBC及びHt減少、Retic比増加   

・Glob増加、AノG減少  

300ppm以上  ・体重増加抑制   ・体重増加抑制  

・摂餌量減少   ・T．Chol及びGlob増加、A／G比減少  

・BUN増加   ・肝比重量増加  

・肝比重量増加  ・肝細胞肥大   

・肝細胞肥大  

60 ppln 毒性所見なし   毒性所見なし   

（3）18カ月間発がん性試執マウス）   

ICRマウス（一群雌雄各65匹：最終と殺群雌雄各55匹、中間と殺群雌雄各10匹）を   

用いた混餌（原体：0、20、120及び240ppm：平均検体摂取量は表34参照）投与による   

18カ月間の発がん性試験が実施された。  

表34 マウス18カ月間発がん性試験の平均検体摂取量  

投与群  20ppm   120ppm   240ppm   

平均検体摂取量  雄   2．8   16．6   34．5  

（mg丑g体重／日）  雌   3．7   21，9   44．5  

各投与群とも検体投与に起因する死亡率の増加を示さなかった。   

各投与群で認められた毒性所見は表35に示されている。   

臓器重量測定において、240ppm投与群の雄において、脳、肺及び副腎の比重量が増  

加し、腎絶対及び比重量が減少したが、いずれも同群の低体重に起因する変化であり、  

検体投与の影響ではないと考えられた。また、■120ppm以下の投与群の雌雄に見られ  

た臓器重量の変動は用量相関性がなく、検体投与の影響ではないと考えられた。   

いくつかの腫瘍性病変の発生頻度に、対照群と投与群問で統計学的有意差が認めら  

れたが、検体投与に関連して増加した腫瘍性病変はなかった。   

本試験において、120ppm以上投与群の雌雄に摂餌量減少及び神経系組織の空胞化  

等が認められたため、無毒性量は雌雄とも20ppm（雄：2．8mg此g体重／日、雌：3．7  

mg／kg体重／日）であると考えられた。発がん性は認められなかった。（参照42）  

表35 マウス18カ月間発がん性試験で認められた毒性所見  

雄   雌   

・体重増加抑制  ・脊髄（頸部及び腰部）空胞化   

・皮膚炎  

投与群  

240ppm  
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・視神経空胞化  

120ppm以上  ・摂餌量減少   ・体重増加抑制  

・脳、脊髄（頸部、胸部及び腰部）空胞化  ・摂餌量減少  

・脳、視神経、脊髄（胸部）空胞化   

20ppm   毒性所見なし   毒性所見なし  

本試験において認められた神経病変の全動物における発生匹数は表36に示されて  

いる。中枢神経系の変化は、脳（脳梁、壁板、海馬及び小脳）の自質の空胞形成であり、中  

間及び最終と殺動物（瀕死期・死亡動物及び80週計画殺動物）の雌雄の120及び240  

ppm投与群に認められた。最終と殺動物では、脊髄（頸部、胸部及び腰部）白質及び視神  

経にも空胞化が認められた。  

表36 マウス18カ月開発がん性試験で認められた神経病変（匹数）  

臓器   所見   
雄  雌  

0   20  120  240  0   20  120  240   

（検査動物数）   55  55  55  55  55  55  55   55  
脳  

空胞化   3   3  14a  43b  9   5  25a  52b  

全  
（検査動物数）   53  54  52  55  55  55  52   54  

空胞化   0   0   0  12b  0   0   1   14b  

脊髄  （検査動物数）   55  55  55  55  55  55  55   55  

動  空胞化   0   0   2  20b  1   0   0   23b  

物   
脊髄  （検査動物数）   55  55  55  54  55  55  55   55  

（胸部）  空胞化   0   1   2  17b  2   0   1   16b  

脊髄  （検査動物数）   55  55  55  55  55  55  55   55  

（腰部）  空胞化   0   0   2  11b  0   0   0   3   

a：p＜0．01、b：P＜0．001（Fisher直接確率法）  

（4）1年間慢性神軽毒性試執ラット）  

SDラット（一群雌雄各15～25匹）を用いた混餌（原体：0、60、300及び600ppm：平   

均検 

与後13適時の中間と殺対象動物として各群雌雄5匹、投与後52適時の最終と殺対象   

動物として0及び600ppm投与群は雌雄各10匹、60及び300ppm投与群は雌雄各5   

匹、52週間投与後16週間回復期間後最終と殺動物として0、300及び600ppm投与群   

は雌雄各10匹、60ppm投与群は雌雄各5匹を割り当てた。  

表37 ラット1年間慢性神経毒性試験の平均検体摂取量  

投与群  60ppm   300pp皿   600ppm   

平均検体摂取量  雄   2．6   13．6   28．2   

74   



各投与群で認められた毒性所見は表38に示されている。   

投与期間中300ppm投与群以上で認められた体重増加抑制、体重当りの摂餌量増加  

は回復期問には認められず、体重も回復傾向が見られた。病理組織学的検査において、  

投与後52週時のと殺雄動物の神経系組織に髄鞘の腫脹及び空胞状変化等の神経病変  

が観察された。そこで16週間の回復期間終了後に雄の対照群と600ppm投与群につ  

いて、病理組織学的検査を実施した。その結果、投与後52週時のと殺雄動物に見られた  

神経病変は、回復期問後の600ppm投与群の雄では、全く見られないか、対照群と同様  

の発生頻度及び程度であった。このことから、52週間投与で惹起された神経病変は可  

逆性の変化であると考えられた。また、投与及び回復期間における機能検査による検査  

や自発運動量には検体の影響は見られず、神経病変は神経機能に影響を及ぼさないも  

のと考えられた。なお、神経組織所見として記述した髄鞘の腫脹、髄鞘の空胞状変化、空  

胞化は同質の病変である。用語の定義は以下の通りである。  

を鞘の腫脹   
髄鞘における空胞形成により、髄鞘が腫脹した状態。脊髄  

神経根、末梢神経等に用いられた。   

の空胞状変化   
脳・脊髄の白質において、髄鞘の腫脹がより広範かつ重篤  

な場合に用いられた。   

空胞化   
病変の存在部位が神経網のように髄鞘形成が未発達な部  

分における空胞形成について用いられた。  

本試験において、300ppm以上投与群の雄で体重増加抑制、食餌効率低下、小脳及び  

脊髄に髄鞘の腫脹等、雌で体重増加抑制及び食餌効率低下等が認められたことから、無  

毒性量は雌雄とも60ppm（雄：2．6mg瓜g体重／日、雌：3．4mg瓜g体重／日）であると考え  

られた。（参照43）  

表38 ラット1年間慢性神経毒性試験で認められた毒性所見  

投与群   雄   雌   

600ppm  ・淡蒼球、海馬采、、錐体、視床髄条、前交  

連、外包、内包、脳梁、大脳脚、喚球、喚  

索、視神経／視交叉、脊髄頚部：髄鞘の空  

胞状変化  

・海馬、脳弓：空胞化  

・坐骨神経：髄鞘の腫脹  

300ppm  ・体重増加抑制   ■体重増加抑制   

以上   ・（体重当り）摂餌量増加、食餌効率低下  

・小脳白質：髄鞘の空胞化  

・脊髄神経根：髄鞘の腫脹   
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毒性所見なし  毒性所見なし   60ppm  

13．生殖発生毒性試験  

（1）2世代繁殖試験（ラット）  

SDラット（一群雌雄各30匹）を用いた混餌（原体：0、60、300及びも00ppm：平均検   

体摂取量は表39参照）投与による2世代繁殖試験が実施された。  

表39 ラット2世代繁殖試験の平均検体摂取量（mg／kg体重／日）  

投与群  60ppm   300ppm   600ppm   

P世代   
雄   4．5   22．2   44．0  

雌   5．0   24．5   48．3  

雄   4．4   22．5   44．6  
Fl世代  

雌   5．1   25．6   50．7  

親動物及び児動物における各投与群で認められた毒性所見は、それぞれ表40に示さ  

れている。   

親動物において、Fl世代の交配前期間の第21週から第27週にかけて、60ppm投与  

群を含む全投与群の雌で低体重を示した。60ppm投与群における低体重の原因が、体  

重測定日での各群における動物日齢のバラツキによる差であるか検討した。その結果、  

各投与群での生後日齢のバラツキはほぼ同等であり、生後日齢に基づき体重を評価し  

ても、60ppmを含め全投与群で有意な低体重が見られた。Fl世代用動物は生後28日  

に無作為に選抜されたが、その際、雌では体重の重い個体が対照群に選抜されてしまっ  

たことが有意な低体重を示した原因であり、検体投与の影響ではないと考えられた。   

親動物の繁殖能に関する検査項目（発情周期、交配率、受胎率及び妊娠率等）に関して  

投与の影響は認められなかった。   

児動物では、Fl児動物の毛生について、300及び600ppm投与群で遅延が見られた。  

Fl児動物の膣開口についても600ppm投与群で遅延が見られた。これらの遅延はそ  

の程度が軽微であるものの、600ppm投与群の児動物では体重の低値も見られており、  

軽度の発育遅延に伴う変化であると考えられた。その他の生後形態分化のいずれの指  

標にも検体投与の影響はなかった。   

本試験において、親動物では300ppm以上投与群の雌雄で低体重等、児動物では300  

ppm投与群の雌雄で低体重が認められたので、無毒性量は親動物及び児動物とも60  

ppm（P雄：4．5mg／kg体重／日、P雌：5．Omg此g体重／日、Fl雄：雄4．4mg瓜g体重／日、  

Fl雌：5．1皿g／kg体重／日）であると考えられた。繁殖能に対する影響は認められなかっ  

た。（参照44）  

表40 ラット2世代繁殖試験で認められた所見  

親：P、児：Fl  
投与群  

親：Fl、児：F2  

雄   雌   雄   雌   
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600ppm  

親  

動     300ppm   

物   以上  

60ppm   

600pp皿  

児  

動     300ppm   

物   以上  

60ppm   

lppm  毒性所見なし   ・低体重及び体  

重増加抑制   

トppm  ・低体重及び体  300ppm以下毒  H ・低体重   

l上   重増加抑制  性所見なし   

ppm  毒性所見なし  毒性所見なし  

pp工n  
・腫開口遅延   

・生後4日生存  

率低下   率低下   

ppm  ・低体重   ・低体重   ・低体重   ・低体重   

t上   ・被毛発現遅延  ・被毛発現遅延   

ppm  毒性所見なし   毒性所見なし   毒性所見なし   毒性所見なし   

（2）2世代繁殖試験（ラットト検討試験  

SDラット（一群雌雄30匹）を用いて混餌（原体：0、30及び60ppm：平均検体摂取量   

は表41参照）投与による繁殖試験の検討試験が実施された。本試験は、投与濃度0、60、   

300及び600ppmで混餌投与して実施した2世代繁殖試験において認められた60   

ppm投与群Fl世代雌の交配前投与期間中の低体重の原因が、検体投与に起因するか   

否かを確認する目的で行われた。  

試験期間は、Fl世代の離乳時から11週間とした（交配前期間終了時に実験を終了）。  

表41ラット2世代繁殖試験（検討試験）の平均検体摂取量（mg／kg体重／日）  

投与群  30ppm   60pp皿   

P世代   
雄   1．84   3．60  

雌   2．09   4．15   

雄   2．22   4．57  
Fl世代  

雌   2．52   5．32  

P世代では雌について60ppm投与群で交配前期間の後期に軽度の体重増加抑制が  

見られた。しかし、同群の雄には影響がなく、Fl世代は雌雄ともに変化が見られず、一  

貢性に欠けていた。さらに、同じSDラットの2世代繁殖毒性試験【13．（1）】、ラットの2  

年間慢性毒性／発がん性併合試験【11．（2）】及びラットの1年間慢性神経毒性試験【11．（4）】  

では、60ppm投与群で体重への影響を含め何らかの影響も認められなかった。従って、  

本試験で見られた60ppm投与群のP世代雌の体重増加抑制は毒性学的に意味の乏し  

い変化であると考えられた。   

60ppm投与群で妊娠14日に有意な低体重が見られ、分娩7日の体重増加量に有意  

な高値が見られた。しかし、妊娠14日の低体重については同時期の体重増加量には有  

意差がないことから、検体投与に起因する変化とは考えられなかった。分娩7日の体重  

増加量の高値は一過性であること、低値ではなく高値であることから毒性学的に意味  

のない変化であると判断した。摂餌量に一過性の低値が散見されたが、偶発性変化と考  

えられた。  
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繁殖能の検査において、交尾率、受胎率、妊娠期間、着床数、出産率、出生率及び離乳率  

のいずれにも検体投与に起因する変化は認められなかった。   

Fl世代では、交配前期間の摂餌量に一過性の低値が散見されたが、偶発性変化と考  

えられた。出生児数、生存児数、性比、生存率、外表、一般状態、体重、生後形態分化及び剖  

検所見のいずれにも検体投与に起因する変化は認められなかった。30ppm投与群の  

雄の上切歯萌出が有意に早く発現したが、同様の変化が60ppm投与群には認められ  

なかったことから、偶発性の変化と考えられた。   

本試験において、本剤を60ppmで投与してもFl親の成長に影響を与えないことが  

確認されたので、無毒性量は雌雄とも60pp皿（P雄：3．60皿g戊g体重／日、P雌：4．15  
mg／kg体重／日、Fl雄：4．57mg／kg体重／日、Fl雌：5．32mgrkg体重／日）であると考えら  

れた。（参照45）  

（3）発生毒性試験（ラット）  

SDラット（一群雌25匹）の妊娠6…15日に強制経口（原体：0、25、75及び225mg／kg   

体重／日、0．5％CMC水溶液に鯨濁）投与して発生毒性試験が実施された。  

225mg／kg体重／日投与群の母動物に体重減少が見られ、75mg戊g体重／日投与群で   

は有意差はないものの体重増加抑制が見られた。摂餌量及び摂水量の減少が225及び   

75mg此g体重／日投与群で見られ、検体投与の影響と判断された。  

妊娠子宮重量、黄体数、着床数、子宮内死亡率、胚・胎児死亡数、生存胎児数、胎児の性   

比及び胎児重量に検体投与の影響は認められなかった。  

胎児の外表検査において、二重体、全身浮腫、臍帯ヘルニア及び糸状尾が散見された   

が、発生頻度はいずれも低く、対照群との間に有意差がなかったことから、検体投与の   

影響とは考えられなかった。外表、内臓または骨格異常を有する胎児の出現頻度は各群   

で同程度であった。225mg／kg体重／日投与群において、胸椎及び肋骨の骨化数の増加   

とそれに伴う腰椎骨化数減少が認められた。しかし、胸椎数および肋骨数の増加と腰椎   

数の減少は胸椎の腰椎化によるものではなく、骨格変異である過剰肋骨の出現率が背   

景データの範囲内ではあるものの、やや上昇したことに伴う二次的な変動であると考   

えられた。従って、胸椎、肋骨及び腰椎の骨化数にみられた変化は毒性学的な意義はな   

いと判断された。  

以上の結果から、75mg戊g体重／日群において、母動物の体重増加抑制、摂餌量及び摂   

水量が減少し、胎児には検体投与の影響が認められなかったことから無毒性量は、母動   

物で25mg／kg体重／日、胎児で225mg肱g体重／日であると考えられた。催奇形性は認   

められなかった。（参照46）  

（4）発生毒性試廉けサギ）  

NZWウサギ（対照群雌19匹、投与群一群雌20匹）の妊娠7～19日に強制経口（原体：   

0、5、15及び30mg／kg体重／日、0．5％CMC水溶液に解濁）投与して発生毒性試験が実施   

された。  

母動物において、いずれの群においても死亡及び流産・早産は見られず、一般状態の   

変化もなかった。30及び15mg／kg体重／日投与群で体重増加抑制及び摂餌量減少が見  
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られた。着床に関する検査項目（黄体数、着床数、着床数、生存胎仔数、早期吸収胚数及び  

後期吸収胚数）に有意差は認められなかった。また、生存胎児数、胎児の性比、胎児体重  

及び奇形・変異を有する胎児の発生頻度等に検体投与の影響は認められなかった。   

本試験において、15mg／kg休重／日群の母動物で体重増加抑制及び摂餌量減少が認め  

られ、胎児には投与の影響は認められなかったことから、無毒性量は母動物で5mg／kg  

体重／日、胎児で30mg／kg体重／日であると考えられた。催奇形性は認められなかった。  

（参照47）  

13．遺伝毒性試験  

クロルフェナビルの細菌を用いたDNA修復試験及び復帰突然変異試験、チャイニー   

ズハムスター由来CHO細胞を用いたHGPRT突然変異試験、チャイニーズハムスター   

由来CHL細胞を用いた染色体異常試験、F344ラット由来培養肝細胞を用いた不定期   

DNA合成試験、ICRマウスを用いた小核試験が実施された。試験結果は全て陰性であり、   

クロルフェナビルに遺伝毒性はないものと考えられた（表42）。（参照48－53）  

表42 遺伝毒性試験結果概要（原体）  

試験  対象   処理濃度・投与量   結果   

血血  DNA修復試験  且βぴぁ血  0．0156～1．5pg／ディスク（叶S9）   

（参照48）  （H・17、M－45株）  
陰性  

復帰突然変異試験  0．5～50l⊥g／デいト（＋／・S9）   

（参照49）   （TA98、TAlOO、  

TA1535、  

TA1537、TA1538株）  
陰性  

且cα〟  

（WP2王JⅢd株）  

HGPRT 突然変異  チャイニース寸ハムスター由来CHO  2．5－250膵／mL（・S9）   

試験（参照50）   細胞   5－500llg／mL（＋S9）  
陰性  

染色体異常試験（参  チャイニース’ハムスター由来CHL  1．8～225膵／mL（・S9）   

照51）   細胞   3．5－14．1ドg／mL（＋S9）  
陰性  

不定期DNA合成  

試験（参照52）   細胞   
陰性   

J．ロ ▼7I′P  小核試験（参照53）  ICRマウス   雄：7．5、15、30mg／kg体重   

（一群雌雄各5匹）   陰性      雌：5．0、10、20mg／kg体重  

骨髄細胞   （経口投与）   

注）＋／－S9：代謝活性化系存在下及び非存在下。   

代謝物F、D及びGを用いた復帰突然変異試験が実施されており、いずれの試験結果  

も陰性であった（表43）。（参照54～56、65）  
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表43 遺伝毒性試験結果概要（代謝物）  

被験  

物質   
試験   対象   処理濃度   結果   

復帰突然変異試験  且如ム血血打皿   0．05－250い．g／70レート（＋トS9）   

（参照54）   （TA98、TAlOO、TA1535、  

TA1537、TA1538株）  陰性  

F  且co〟  

（WP21JⅢd株）  

復帰突然変異試験  見物ム血打ガび皿   0．156～20．0ドg／プレート   

（参照65）   （TAlOO株）   （＋トS9）   

陰性  

復帰突然変異試験  且如ム血び元び皿   5－1000l⊥g／プレート（十／－S9）   

（参照55）   （TA98、TAlOO、TA1535、  

D  TA1537株）  陰性  

且cα〟  

（WP2ぴⅢd株）   

復帰突然変異試験  且如ム血血び皿   50～5000トg／プレート（＋／－S9）   

（参照56）   （TA98、TAlOO、TA1535、  

G  TA1537株）  陰性  

且cα〟  

（Wy2甘md株）   

注）＋／－S9：代謝活性化系存在下及び非存在下。  

14．その他の試演・神経毒性試執回復性）（マウス）  

雄のICRマウスを用いた経口（原体：0及び500ppm）投与による16または19週間  

の神経毒性試験が実施され、神経病変の回復性が検討された。  

試験は2回に分けて実施された。  

実験1：検体を4または6週間投与し、神経病変を惹起させ（この時、痛理組織学的検   

査及び電顕観察実施）、その後投与7週間後より休薬させ、4、6、8及び12週後に経時的   

にと殺、病理組織学的検査及び電顕観察を実施した。  

実験2：検体を4週間投与後、12週間休薬し、屠殺、病理組織学的検査及び電顕観察  

を実施した。  

検体投与群で投与1週間以内に計5匹が死亡した。その後の投与期間及び回復期間   

では、検体投与に起因すると考えられる一般状態の変化及び死亡はなかった。体重の推   

移は実験1及び2とも同様の傾向を示し、検俸投与群の体重は対照群の体重より低く   

推移した。回復期では体重増加の程度は対照群と同等であった。  

病理組織学的検査において、検体を4ないし6週間投与した動物の大脳白質及び視   

神経に中等度ないし高度の空胞化が見られた。これらの病変部では脱髄、軸索及び神経   

細胞体の変性は認められなかった。休薬後の回復期間における経時的検査では、同病変   

はその発生頻度、程度ともに漸減し、12週間休薬後には1／8匹の大脳白質に軽度の空胞  
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化が見られたのみであった。この大脳白質及び視神経の空胞化は、電顕観察ではミエリ  

ン鞘のIntra－Periodlineの解離による空隙形成であり、髄鞘及び軸索に変性はなかっ  

た。検体を4ないし7週間投与した後、12週間休薬した動物には電顕観察では同病変は  

見られなかった。   

以上の結果から、本試験において、500ppm投与群に体重増加抑制と神経病変が見  

られた。しかし、12週間の回復期間において、病理組織学的に同病変が回復することが  

示された。また、電顕観察でも病変部の髄鞘ないし軸索には影響がないことが示された。  

検体投与及び休薬期間において、神経症状の発現はなく、神経病変は神経機能に影響を  

与えないものと考えられた。（参照57）   

本試験において認められた神経病変の程度別発生頻度は表44に示されている。検体  

を4ないし6週間投与した動物の大脳白質及び視神経に中等度ないし重度の空胞化が  

見られた。休薬後の回復期間における経時的検査では、同病変はその発生頻度、程度と  

もに漸減し、12週間休薬後には1／8匹の大脳白質に軽度の空胞化が見られたのみで  

あった。  

表44 マウス神経毒性（回復性）試験で認めらた神経病変  

臓器  

大脳  

著変 

視神経   

著変 

所見  
500ppm群：休薬期間（週）  

程度   対照群  
0   4   6   8   12   

（検査動物数）   4   13   5   5   5   8   

なし（正常）   4   0   0   0   2   7   

白質空胞化  （合計）   0   13   5   5   3   1   

軽度   0   0   2   3   3   1   

中等度  0   7   3   2   0   0   

重度   0   6   0   0   0   0   

（検査動物数）   4   13   5   4   4   8   

なし（正常）   4   0   0   2   8   

空胞化  （合計）   0   13   5   3   2   0   

軽度   0   5   4   3   2   0   

中等度   0   8   1   0   0   0   

重度   0   0   0   0   0   0   
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Ⅱ．総合評価  

参照に挙げた資料を用いて農薬「クロルフェナビル」の食品健康影響評価を実施した。  

ラットを用いた動物代謝試験において、投与後の血中濃度は8－12時間で最高濃度に   

達し、その後、43～58時間の消失半減期で減少した。尿及び糞排泄試験において未変化体   

は尿中では検出されず、糞中では低用量群（2mg／kg体重）で17～23％TAR、高用量群（20   

mg／kg体重）で33～35％TAR検出された。また、胆汁排泄試験では、未変化体は胆汁中では   

検出されず、糞中では90％TAR以上を占めることから、消化管内で代謝・分解されないこ   

とがわかった。  

吸収されたクロルフェナビルの大部分が胆汁中に排泄され、腸肝循環を受け一部は尿   

中に、大部分は糞中に排泄された。投与168時間後までの尿及び糞中排泄率は90％以上で   

あり、排泄は速やかであった。雌雄間では、尿中排泄が雌より雄で約1．5借多かった。反復   

投与により血簾中濃度よりも高濃度に分布する組織は、脂肪及び肝臓であった。主要代   

謝物の種類及び生成割合は、雌雄聞及び低、高用量間の差が殆どなかった。主要代謝物は   

Ⅹであり、遊離体が5．ト6．5％、種々の抱合体が10．4～18．2％生成し、主に胆汁経由で糞中   

に排泄された。ラットにおける主な代謝経路は、まず、ルエトキシメチルの脱離が起こり、   

そののちピロール環4位のプロム基の脱離、水酸化及びカルポニル化、そのカルポニル化   

合物のピロール環5位の水酸化、カルポキシル化及びそれらの抱合化であった。また、ピ   

ロール環とフェニル環の結合部分の開裂は見られなかった。   

ひめりんご、なす及びキャベツを用いた植物体内運命試験において、検体処理後の推   

定半減期は処理果実で14～100日、処理案で3－60日であった。根への吸収量は水耕法（な   

す）では3日後に70％TARを示したが、根から上部への移行性は0．4％TARであり、菓へ   

の移行は認められなかった。土壌処理法（キャベツ）では28日後において根に1．3％TAR   

の吸収があり、茎葉部への移行は0．2％mであった。塗布法における放射能の吸着／吸収  

（表面残留性放射能量を除いた残りの放射能量）．は処理果実で、ひめりんごが  

13～24％TAR、なすが2－12％TAR、ひめりんご及びなすの処理葉で約10％TARであった。   

植物体内申に吸収されたクロルフェナビルは代謝を受け難く、総代謝物量はひめりんご   

の果実で0．5％M（56 日後）、なすの呆実で0．1％TAR（28 日後）、キャベツの結球で   

0．2％TAR（28日後）であった。ひめりんご及びなすの果実における主要代謝物はFであっ   

たが、その他は0．3％TAR以下であった。処理した菓面での主要代謝物は、ひめりんごで   

はF及びK、なすではF、キャベツではF、Ⅹ及びDであった。しかし、いずれの代謝物と   

も0・3％TAR以下（TRRの0．5％以下、残留濃度として0．OO5mg／kg以下）であった。   

土壌中運命試験を実施し、好気的条件下の畑地土壌におけるクロルフェナビルの推定  

半減期は230～260日であった。嫌気的及び滅菌条件下では分解が極端に遅いことから、  

好気的な微生物により分解されることが判明した。主要分解物はピロール環4位が脱プ   

ロム化されたDであり、365日後に約27．3％Mとなった。次いで、Dのピロール環3位  

のシアノ基の加水分解反応によりアミド化されたEであった。土壌残留試験の容器内試  

験ではクロルフェナビルの推定半減期は23－92日、クロルフェナビルとDの合量として  

114日であった。また、圃場試験ではクロルフェナビルの推定半減期は35～48日で、Dは   

検出されなかった。   

クロルフェナビルの水中光分解運命試験から算出された推定半減期（太陽光換算）は、  
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pH5、7及び9の緩衝液中で、それぞれ12．6日、18．1日及び11．6日、自然水中で12．3日  

であった。いずれの条件においても主たる分解物はクロルフェナビルの異性体0であっ  

た。加水分解試験では顕著な分解は認められなかった。   

ラットの急性経口LD50は雄で461mg／kg体重、雌で304mg戊■g体重、吸入LC5。は雄  

で0・83mg几、雌で2・7mg／L超であった。マウスの急性経口LD50は雄で45mgrkg体重、  

雌で78mg／kg体重であった。ウサギの急性経皮LD50は雌雄で2000mg／kg体重超であっ  

た。   

代謝物Fの急性経口LD50はラットの雄で27．Omg肱g体重、雌で29．4mg／kg体重、代  

謝物Dの急性経口LD50はラットの雌雄で5000mg／kg体重超、代謝物Gの急性経口  

LD50はラットの雄で5000mg／kg体重超、雌で2500mg／kg体重、代謝物Kの急性経口  

LD50はラットの雄で776mg茂g体重、雌で1370mg／kg体重であった。   

ラットを用いた急性神経毒性試験で得られた無毒性量は雌雄とも45mg／kg体重で  

あった。   

ウサギを用いた眼刺激性試験及び皮膚刺激性試験では、皮膚刺激性は認められなかっ  

たが、軽度から中等度の眼刺激性が認められた。また、モルモットを用いた皮膚感作性試  

験では全て陰性であった。   

クロルフェナビル投与の影響は主に神経及び肝臓等に認められた。神経病変は光学顕  

微鏡学的には中枢及び末梢神経の髄鞘の腫脹、髄鞘の空胞状変化、空胞化として、電顕的  

にはミュリン鞘のIntra－Periodlineの解離による空隙形成として観察された。軸索には  

異常は観察されず神経症状も認められなかった。また、これらの神経病変は回復性を示  

した。   

亜急性毒性試験で得られた無毒性量は、ラット10．9mg戊g体重／日、マウスで7．1  

mg／kg体重／日、イヌで3．9mg／kg体重／日であった。   

亜急性経皮毒性試験で得られた無毒性量は、ウサギで100mg戊g体重であった。   

慢性毒性試験で得られた無毒性量は、イヌで4．Omg／kg体重／日、ラットで2．9mg／kg体  

重／日であった。   

発がん性試験で得られた無毒性量は、ラットで2．9mg戊g体重／日、マウスで2．8mg／kg  

体重／日であった。発がん性は認められなかった。  

1年間慢性神経毒性試験で得られた無毒性量は、ラットで2．6mg／kg体重／日であった。   

2世代繁殖試験で得られた無毒性量は、ラットの親動物で4．4mg／kg体重／日、児動物で  

4．4mg耽g体重／日であった。繁殖能に対する影響は認められなかった。   

発生毒性試験で得られた無毒性量は、ラットの母動物で25mg／kg体重／日、胎児で225  

mg耽g体重／日、ウサギの母動物で5mg茂g体重／日、胎児で30mg戊g体重／日であった。  

催奇形性は認められなかった。   

遺伝毒性試験として、細菌を用いたDNA修復試験及び復帰突然変異試験、チャイニー  

ズハムスター由来CHO細胞を用いたHGPRT突然変異試験、チャイニーズハムスター由  

来CHL細胞を用いた染色体異常試験、F344ラット由来培養肝細胞を用いた不定期DNA  

合成試験及びICRマウスを用いた小核試験が実施された。試験結果は全て陰性であったこ  

とから、遺伝毒性はないものと考えられた。   

代謝物F、D及びGの細菌を用いた復帰突然変異試験が実施されており、いずれの試験  
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結果も陰性であった。   

各種試験結果から、農産物中の暴露評価対象物質をクロルフェナビル（親化合物のみ）  

と設定した。   

各試験における無毒性量及び最′j、毒性量は表45に示されている。  

表45 各試験における無毒性量及び最小毒性量  

動物種   
最小毒性量  

試験   
無毒性量 （mg／kg体重／日）  （mg肱g体重／日）   

備考2   

ラット  90日間   雄：10．9   雄：22．0   雄：肝比重量増加  

亜急性  雌：26．1   雌：51．8   雌：肝絶対及び比重量増加等  

毒性  

試験  

2年間   雄：2．9   雄：15．0   雌雄：肝比重量増加等  

慢性毒性／  雌：18．6  

発がん性  （発がん性は認められない）  

併合試験   

1年間   雄：2．6   雄：13．6   雄：小脳及び脊髄に髄鞘の腫脹等  

慢性神経  雌：18．0   雌：体重増加抑制等  

毒性試験   

2世代   親・児動物   親・児動物   親動物：低体重等  

繁殖   P雄：4．5   P雄：22．2   児動物：低体重  

毒性   P雌：5．0   P雌：24．5  

試験   Fl雄：4．4   Fl雄：22．5  （繁殖能に対する影響は認められ  

Fl雌：5．1   Fl雌：25．6   ない）  

発生毒性  母動物：25   母動物：75   母動物：体重増加抑制等  

試験   胎児：75   胎児：225   児動物：毒性所見なし  

（催奇形性は認められない）   

マウス  90日間   雄：7．1   雄：14．8   雌雄：肝細胞肥大等  

亜急性  雌：19．3   雌：40．0  

毒性  

試験  

18カ月間  雄：2．8   雄：16．6   雌雄：神経系組織の空胞化等  

発がん性  雌：21．9   （発がん性は認められない）   

試験   

イヌ  90日間   雄：3．9   雄：4．4   雌雄：体重増加抑制等  

亜急性  雌：4．5   雌：5．8   

毒性  

試験  

2：備考に最小毒性量で認められた所見の概要を示す。  
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無毒性量  最小毒性量  
動物種   試験  

（mg茂g体重／日）  （mg／kg体重／日）   
備考2  

1年間   雄：4．0   雄：8．7   雌雄：体重増加抑制等  

慢性毒性  雌：10．1   

試験   

ウサギ  28日間  雌雄：100   雌雄：400   雌雄：T．Cbol増加等  

亜急性  

経皮  

毒性試験  

発生毒性  母動物：5   母動物：15   母動物：体重増加抑制等  

試験   胎児：30   胎児：－   （催奇形性は認められない）  

食品安全委員会は、各試験の無毒性量の最小値がラットを用いた1年間慢性神経毒性  

試験の2．6mg／kg体重／日であったことから、これを根拠として、安全係数100で除した  

0．026mg／kg体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。  

0．026mg／kg体重／日  

慢性神経毒性試験  

ラット  

1年間  

混餌投与  

2．6mg／kg体重／日  

100  

ADI  

（ADI設定根拠資料）  

（動物種）  

（期間）  

（投与方法）  

（無毒性量）  

（安全係数）  
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＜別紙1：代謝物／分解物等略称＞  

略称   化学名   

【4・ブロモ・2・（4－クロロフェニル）・3・シアノ・5・（トリフルオロメチル）ピロール・1・イル】  

B     メトキシ酢酸   

4・プロモ廿（4・クロロフェニル）・1・（ェトキシメチル）・5－（トリプルオロメチル）ピロール  
C  
・3・カルポキサミド   

2・（4・クロロフェニル）－1－（ェトキシメチル）・5イトリフルオロメチル）ピロールー3－カルポ  
D  
ニトリル   

2・（4－クロロフェニル）－1・（ェトキシメチル）甘（トリフルオロメチル）ピロール・3・カルポ  
E  
キサミド   

F  4・プロモ・2一（4・クロロフェニル）・5・（トリフルオロメチル）ピロールー3・カルポニトリル   

G  4・プロモ・2－（4－クロロフェニル）・3・シアノピロール・5－カルポン酸   

H  2・（4・クロロフェニル）－5一（トリフルオロメチル）ピロールー3・カルポニトリル   

2・（4・クロロフェニル）寸ヒドロキシ・5・（トリフルオロメチル）ピロール甘カルポニト  
Ⅰ  
リル   

2・（4－クロロフェニル）・4・オキソ・5・（トリフルオロメチル）一2－ピロリジン・3・カルポニト  
J  

リル   

2・（4・クロロフェニル）・5・ヒドロキシ・4・オキソ甘（トリフルオロメチル）・2・ピロリジン  
Ⅹ  
甘カルポニトリル   

L  2・（4・クロロフェニル）・4・オキソ甘シアノ・2・ピロリジンー5－カルポン酸   

2・プロモ・4・（4－クロロフェニル）・1・（ェトキシメチル）・5・（トリフルオロメチル）ピロール  
0  
甘カルポニトリル   
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＜別紙2：検査値等略称＞  

名称  

アルブミン／グロブリン比  

有効成分量  

アルブミン  

アルカリホスファターゼ  

アラニンアミノトランスアミナーゼ  

（＝グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ（GPT））  

血中薬物濃度曲線下面積  

尿素窒素  

最高濃度  

カルポキシメチルセルロース  

クレアチニン  

†－グルタミルトランスフエラーゼ  

（＝†－グルタミルトランスペプチダーゼ（†－GTP））  

グロブリン  

ヘモグロビン濃度（血色素量）  

ヘマトクリット値  

リンパ球数  

好中球数  

最終使用から収穫までの日数  

血小板数  

赤血球数  

網状赤血球数  

消失半減期  

総投与（処理）放射能  

総ビリルビン  

総コレステロール  

最高血中薬物濃度到達時間  

総蛋白質  

総残留放射能  

白血球数   
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＜別紙3：作物残留試験成績＞  

残留値（mg／kg）  
作物名  

試験 圃場  
実施年  数   タロルフェナビル  代謝物F  

最高値  平均値  最高値  平均値   
あずき  
（露地）  

3  ＜0．01  ＜0．01  

乾燥子実  
2   100   2  7  く0．01  く0．01  

1998年  14  く0．01  

さといも   1   3   ＜0．01  ＜0．0075  
（露地）   2  

100   2  
7   ＜0．01  ＜0．0075   

塊茎   2  14   0．006  0．0075★   
1998－1999年  1  21   ＜0．005  ＜0．005   
さといも  
（施設）  

3  0．53  

葉柄  
2   100   2  7  0．21  

2003年  14  0．29   

かんしょ  

（露地）  
1  ＜0．01  

塊根  
2   100   2  3  ＜0．01  ＜0．01  

2003年  7  ＜0．01   

やまのいも  
（露地）  

1  く0．01  

塊茎  
2  150－250  2  3  ＜0．01  

2003年  7  ＜0．01   

やまのいも  
（露地）  

3  0．71  

むかご  2   250   2  7  0．60  

2004年  14  0．31   

てんさい  

（露地）  
7  0．04  

根部  
2   100   2  14  0．12  

1996年  21  0．01   

だいこん  

（露地）   
2   100   2   

14   0．02   0．01★  ＜0．006  ＜0．006   
根部  21   0．01   
1992年  

0．01★  く0．006  ＜0．006   

ヾl               だいこん  

（露地）   
2   100   2   

14   1．44   0．76   0．02   0．01★   
菓部  21   0．38   
1992年  

0．21   0．02   0．01★   

かぶ   
4   1   0．03   

（施設）  
2   3   0．02   

根部  
2  100～135  4   7   0．04 

2004－2005年  4  14  0．05  
2  21  0．02   

かぶ   
4   1   9．70   

（施設）  
2   3   7．37   

葉部  
2  100－135  4   7   5．35   

2004～2005年  4  14  5．39  
2  21  2．42   

はくさい  

（露地）   
7   0．09   0．07   ＜0．006  ＜0．006   

茎葉  
2   100   2  14   0．15   0．05   ＜0．006  く0．006   

1994年  21   0．02   0．01   ＜0．006  ＜0．006   
キャベツ  

（露地）   
7   0．22   0．14   ＜0．006  く0．006   

菓球  
2   100   2  14   0．18   0．09   ＜0．006  ＜0．006   

1992年  21   0．12   0．07★  ＜0．006  ＜0．006   
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残留値（mg／kg）  

巨物名  試験   

…施年  圃場 数  使用量 （gai瓜a）   （回）   
クロルフェナビル  代謝物F  

最高値  平均値  最高値  平均値   

Fヤべツ  
7  ＜0．05  ＜0．05  

露地）  
2  100   2  14  く0．05  ＜0．05  

脇芽  21  0．08  0．06★  
〕04年  

まつな  3   14   0．76   
施設）  

茎葉  
2  100   1   21   0．21   

ーー2000年  
1  2   14   0．25   

iずな  3  4．88  
施設）  

2   50   2  7  4．21  
汀食部  
DO4年  

14  2．09   

ゲンサイ  
7  1．38  

施設）  

葉茎  
2   100   2  14  0．17  

997年  
21  0．03   

フラワー  
3  0．39  

：露地）  2  150－190  2  7  0．12  
花膏  
ト2000年  

13  0．03   

ッコリー  
7  0．43  0．25  

：露地）  
2   100   2  14  0．32  0．17  

花膏  
996年  

21  0．13  0．05★  

らしまな  
3  2．75  1．80  

（露地）  

茎葉  
2   75   2  7  0．99  0．64  

002年  
14  0．10  0．07  

蒙メキャベツ  
7  0．40  0．31  

（露地）  
2   100   2  14  0．20  0．18  

＿き芽葉  

004年  
21  0．19  0．18  

粒メキャベツ  
7  5．83  5．22  

（露地）  

本葉  
2   100   2  14  4．97  4．15  

：004年  
21  4．15  3．31  

′とうさい  

（施設）  
7  1．39  0．84  

茎葉  
2   150   1  

14  0．28  0．22  
≡卜2004年  

ロツコリー 1  0．72  0，56  

（露地）  3  0．49  0．37  

蕾と花茎  
2   100   2  

7  0．29  0．25  
さ003年  14  0．14  0．11  

なばな  

（露地）  
7  0．97  0．96  

茎葉  
2   150   2  

14  0．59  0．39  
4－2005年  

レタス  
7  0．21  0．12  

（露地）  

茎葉  
2   ユ00   2  14  0．02  0．02  

996年  
21  ＜0．01  ＜0．01  

－フレタス  
3  11．0  6．41  

（露地）  

茎葉  
2   150   2  7  10．3  4．35  

14      10．6  3．62  
4～2005年  
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作物名  回数  
残留値（皿g／kg）  

実施年   （，    （回）  クロルフェナビル  代謝物F  

最高値   平均値  
サラダ菜  
（施設）  

3  11．7  

茎葉  
2   150   2  7  7．06  

2004－2005年  14  3．79  

ふき  
（施設）  

7  0．38  

葉柄  
2   75   2  14  0．21 

1999年  21  0．20  

すいぜんじな  1  10．9  
（施設）  

菓茎  
2   100   2  

3  11．2  

2003年  
7  6．3  
14  60  

食用ぎく  
（施設）  

2  100～246  2  7  

花全体  
1．18  

2003年  
14  0．28  

よもぎ  
（露地）   

3  5．11  

葉  2  100－150  7  4．45  

2004年  14  3．13  

ねぎ（葉ねぎ）  

（露地）  
7  1．32  

茎葉  
2   100   2  14  0．73  

1998年  21  0．32  

ねぎ  
（根深ねぎ）  7  

（露地）  

0．91  
2   100   2  

茎葉  
14  0．27  

1998年  
21  0．12  

アスハフガス  

（施設）  
1  0．21 

茎  
2   150   2  3  0．05  

2000年  7  く0．05  

実にんにく  

（露地）  

葉と麟茎  2  83．5－110  1   14  0．22   

2004年  
p  

（施設）  

茎葉  2  83．5－150  2   14  1．42   

2005年  

みつば  
（施設）  

茎葉  
2   50   1   14  1．3   

2004～2005年  

あしたば  

（露地）  

2   150   2   
7  

茎葉  
0．70  

2003年  
14  0．40 

D  

（施設）  

茎葉  
2   75～100   2   

14 21  
1．60  

2004年  
1．16   

14  0．058  0．055  
三 2   150   2  21  0．027  0．023  
． 30  0021  
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残留値（mg／kg）  

試験   
圃場  
数   

クロルフェナビル  代謝物F  

最高値  ’平均値  最高値  平均値  

1  0．07  

2   100   2  3  0．13  

7  0．10   

1  0．21  

2  100～150  2  7  0，12  

14  0．14   

1  0．36  

2   100   2  3  0．36  

7  0．23   

1   0．33   0．22   ＜0．006  ＜0．006  

2  100－150  2  3   0．20   0．14   ＜0．006  ＜0．006  

7   0．10   0．07   ＜0．006  ＜0．006   

1  2．39  1．46  

2   100   2  3  2．19  1．32  

7  1．38  0．78  

0．44  0．34  

2   75   2   3  0．27  0．22  

7  0．12  0．12  

2   100   2   7   0．47   0．42  

0．17   0．13   ＜0．006  ＜0．006  

2   150   2   3   0．11   0．08   ＜0．006  ＜0．006  

7   0．08   0．07   ＜0．006  ＜0．006   

1  0．12  

2   150   2  3  0．09  

7  0．06   

1  ＜0．01  

2   100   2  3  ＜0．01  

7  ＜0．01   

1  0．4  

2   100   2  3  0．3  

7  0．2   

0．26  

1   2  0．21  

2   75  
3  0．11   

0．30  

2   2  0．21iO．16  

3  0．10 

1  ＜0．05  

2   150   2  3  ＜0．05  

7  く0．05   

作物名  

実施年  

伏見甘長  
とうがらし  

（施設）   

果実  
2003年  
きゆうり  
（施設）   

果実  
1992年  
かぼちや  

（露地・施設）   

果実   
2005年  
すいか  

（施設）   

果肉  
2000年   

にがうり   

（施設）  

果実  
2003～2004年  
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残留値（mg／kg）  

作物名  試験   

実施年  圃場 数  使用量 （gai瓜a）  回数 （回）  PHI （日）  
クロルフェナビル  代謝物F  

最高値  平均値  最高値  平均値   

モロヘイヤ  

（施設）  
2   80－260   1   

14  0．36  
茎葉  21  ＜0．05   
2003年  

はすいも  

（施設）  
1  0．06  

葉柄  
2  100－150  2  3  0．06  

2003－2004年  7  0．08   

未成熟えんどう  

（施設）  
1  0．97  

さや  
2  100－230  2  3  0．51  

2003－2004年  7  0．22   

エンサイ  

（露地）  
3  0．91  

茎葉  
2  100・－150  2  7  0．13  

2005年  14  ＜0．05   ＜0．05  

やなぎたで  

（施設）  
2   75   2   

14  1．47  
茎葉  21  0．63   
2004年  

食用プリムラ  
（施設）  

2   75   2   
14  0．65  

花器全体  21  0．50   
2004年  
みかん  

（施設）  
1  ＜0．02  

果肉  
2   300   2  3  ＜0．02  ＜0．02  

2000年  7  ＜0．02   

みかん  

（施設）  
1  3．76  

果皮  
2   300   2  3  4．23  

2000年  7  3．78   

温州みかん  

（施設）  
1  0．07  

果肉  
2   250   2  3  0．04  

1995年  7  0．03   

温州みかん  

（施設）  
1  2．34  

果皮  
2   250   2  3  1．73  

1995年  7  1．26   

なつみかん  

（露地）  
1  ＜0．01  

果肉  
2   250   2  3  ＜0．01  

1997年  7  ＜0．01   

なっみかん  1．87  
（露地）  

果皮  
2   250   2   3  2．32  

1997年  7  2．02   

なっみかん  

（露地）  
0．60  

果実全体  
2   250   2   3  0．73  

1997年  7  0．67   

ゆず  

（露地）  

1  0．42  

果実  
2   250   2  3  0．39  

1997年  7  0．50   
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残留値（mg戊g）  

試験 圃場  

数  使用量 （gai瓜a）   （回）   （日）  
クロルフェナビル  代謝物F  

最高値  平均値  最高値  平均値  

7  0＿72  0．61  

14  0．67  0．60  
2  2   75  

21  0．58  

28  0．50  

21  0．29   0．19   ＜0．006  く0．006  

2   250   2  28   0．23   0．14   ＜0．006  ＜0．006  

42   0．06   0．06   ＜0．006  く0．006  

3   0．41   0．32   ＜0．006  く0．006  

2   250   2  7   0．42   0．35   ＜0．006  く0．006  

14   0．39   0．31   ＜仇006  ＜0．006  

1  0．71  0．55  

2  200～300   2  7  0．62  0．52  

21  0．42  0．35  

7  0．36  0．29  

2   250   2  14  0．32  0．26  

21  0．18  0．15  

1  ＜0．01  ＜0．01  

2   250   2  3  く0．01  ＜0．01  

7  ＜0．01  ＜0．01  

2  
2．33  1．81  

2  250   2   3  3．57  2．75  

1  
7  3．14  2．87  

7  

2  
14   

14  
2  

250   2  21  
1  

22   
1  

22  
1   100   2  

57   

1  

2  100－125   2  3  

7   

4  14  

21  
4   2  

4  30  

年     2   45   

2  14   

2  21  
150  2  

2  30   

年  45   

2   250   2 14  o．39   0．26  

作物名  

実施年  

さんしょう  

（露地）   

果実  
2003－2004  

ネクタリン  

（露地）   

果実   
2004年  

おうとう  

（施設）   

果実  

1998年  

いちご  

（無袋）  

果肉  

1996年  

いちご  

（施設）   

果実  

2003年   

ぶどう   

（施設）  

果実  

1997－1999   

ぶどう   
（施設）  

果実  
2002－2003  
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残留値（mg／k∂  
作物名  試験   

実施年  圃場 数  使用量 （gai仇a）  回数 （回）  PHI （日）  
クロルフェナビル  代謝物F  

最高値  平均値  最高値  平均値   
（無袋）  21  0．36  0．20  
果実  28  0．31  0．16  
1995年  

バナナ  

（露地）  
2   100   14 0．83  0．56  

果実  
2   

21  0．66  0．46  
2004年   
マンコーー  

（施設）  
14  0．085  0．082  

果実  
2   150   2  21  0．060  0．057  

2004年  30  0．056  0．055  

いちじく  

（露地）  
1  0．49  0，08  

可食部  
3   100   2  3  0．47  0．28  

1998－2000年  7  0．32  0．14★  

ゴレンシ  

（施設）  
14  0．74  0．73  

可食部  
2   150   2  21  0．75  0．73  

2004年  30  0．69  0．68  

茶  
（露地）   

7   31．4   22．3   0．36   0．21   

荒茶  
2   200   2  14   19．6   11．3   0．39   0．20   

1992年  21   13・．2   6．76   0．37   0．17★   

茶  
（存地）   

7   0．36   0．28   ＜0．02   ＜0．02   

浸出液  
2   200   2  14   0．28   0．16   ＜0．02   ＜0．02   

1992年  21   0．19   0．10★   ＜0．02   ＜0．02  

茶  

（簡易被覆）   
3   

7   28．7   20．7  

荒茶   
200   1  14   18．4   9．44   

1992～1993年   2  21   3．88   2．34   

茶  

（簡易被覆）  
3 3   

7  0．64  0．34  

溶出液  
00   1  14  0．31  0．15  

1992～1993年   2  21   0．09   0．04★   

注）・散布には10％フロアブル剤を使用した。   
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＜別紙4：推定摂取量＞  

国民平均  小児（1～6歳）  妊婦  高齢者（65歳以上）  

作物名   残留値 blかk∂               （体重：53．3kg）   （体重：15．8kg）   （体重：55．6kg）   （体重：54．2kg）    ぼ  摂取量  仔  摂取量  だ  摂取量  ぼ  摂取量  
机日）  しdU日）  机Rl  融日）  ♭ん日）  し〃J日）  k〟日）  はん日）   

さといも   0．29   11．6   3．36   5．7   1．65   7．9   2．29   17．3   5．02   

やまのいも  0．54   2．6   1．40   0．5   0．27   1．6   0．86   4．3   2．32   

てんさい   0．05   4．5   0．23   3．7 0．19   3．4   0．17   4．0   0．20   

だいこん（根）  0．01   45．0   0．45   18．7   0．19   28．7   0．29   58．5   0．59   

だいこん（菓）  0．76   2．2   1．67   0．5   0．38   0．9   0．68   3．4   2．58   

かぶ（根）   仇03   2．6   0．08   0．7   0．02   0．7   0．02   4．2   0．13   

かぶ（葉）   6．08   0，5   3．04   0．1   0．61   0．3   1．82   1．1   6．69   

はくさい   0．07   29．4   2．06   10．3   0．72   21．9   1．53   31．7   2．22   

キャベツ   0．14   22．8   3，19   9．8   1．37   22．9   3．21   19．9   2．79   

こまつな   0．47   4．3   2．02   2．0   0．94   1．6   0．75   5．9   2．77   

きょうな   3．07   0．3   0．92   0．1   0．31   0．1   0．31   0．3   0．92   

チンゲンサイ  0．86   1．4   1．20   0．3   0．26   1．0   0．86   1．9   1．63   

カリフラワー  0．21   0．4   0．08   0．1   0．02   0．1   0．02   0．4   0．08   

ブロッコリー   0．25   4．5   1．13   2．8   0．70   4．7   1．18   4．1   1．03   

その他のアブ  
5．22   2．1   11．0   0．3   1．57   0．2   1．04   

ラナ科野菜  
3．1   16．2   

レタス   7．11   6．1   43．4   2．5   17．8   6．4   45．5   4．2   29．9   

その他のき  
7．6   0．4   3．04   0．1   0．76   0．5   

く科野菜  
3．80   0．7   5．32   

ねぎ   0．86   11．3   9．72   4．5   3．87   8．2   7．05   13．5   11．6   

アスパラガス  0．10   0．9   0．09   0．3   0．03   0．4   0．04   0．7   0，07   

その他のゆ   0．18   
り科野菜  

0．9   0．16   0．1   0．02   0．1   0．02   1．8   0．32   

セルリー   1．14   0．4   0．46   0．1   0．11   0．3   0．34   0．4   0．46   

みつば   1．05   0．2   0．21   0．1   0．11   0．1   0．11   0．2   0．21   

その他のせ   1．49   
り科野菜  

0．1   0．15   0．1   0．15   0．1   0．15   0．3   0．45   

トマト   0．12   24．3   2．92   16．9   2．03   24．5   2．94   18．9   2．26   

ピーマン   0．27   4．4   1．19   2．0   0．54   1．9   0．51   3．7   1．00   

なす   0．22   4．0   0．88   0．9   0．20   3．3   0．73   5，7   1．25   

その他のな   1．46   

す科野菜  
0．2   0．29   0．1   0．15   0．1   0．15   0．3   0．44   

きゆうり   0．13   16．3   2．12   8．2   1．07   10．1   1．31   16．6   2．16   

かぼちゃ   0．12   9．4   1．13   5．8   0．70   6．9   0．83   11．5   1．38   

その他のう  
0．3   

り科野菜  
0．5   0．15   0．1   0．03   2．3   0．69   0．7   0．21   
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国民平均  小児（1～6歳）  妊婦  高齢者（65歳以上）  

残留値  
作物名  

（mt畑∂  だ   摂取量   ぼ   摂取量   ぽ   摂取量   仔   摂取量  

敏〟日）  k囚日）  せ〟日）  q唱仙日）  敏〟日）  勺せ〟日）  敏〟日）  毎〟日）   

おくら   0．24   0．3   0．07   0．2   0．05   0．2   0．05   0．3   0．07   

その他の野菜  1．00   12．6   12．6   9．7   9．70   9．6   9．60   12．2   12．2   

みかん   1．74   41．6   72．4   35．4   61．6   45．8   79．7   42．6   74．1   

なっみかんの皮  1．70   0．1   0．17   0．1   0．17   0．1   0．17   0．1   0．17   

摘  0．49   0．1   0．05   0．1   0．05   0．1   0．05   0．1   0．05   

その他のかんきつ  0．61   0．4   0．24   0．1   0．06   0．1   0．06   0．6   0．37   

りんご   0．55   35．3   19．4   36．2   19．9   30．0   16．5   35．6   19．6   

なし   0．29   5．1   1．48   4．4   1．28   5．3   1．54   5．1   1．48   

もも   2．87   0．5   1．44   0．7   2．01   4．0   11．5   0．1   0．29   

ネクタリン  0．32   0．1   0．03   0．1   0．03   0．1   0．03   0．1   0．03   

おうとう   0．26   0．1   0．03   0．1   0．03   0．1   0．03   0．1   0．03   

いちご   0．79   0．3   0．24   0．4   0．32   0．1   0．08   0．1   0．08   

ぶどう   0．92   5．8   5．34   4．4   4．05   1．6   1．47   3．8   3．50   

かき   0．26   31．4   8．16   8．0   2．08   21．5   5．59   49．6   12．9   

バナナ   0．56   12．6   7．06   11．3   6．33   8．7   4．87   17．7   9．91   

マンゴー   0．082   0．1   0．01   0．1   0．01   0．1   0．01   0．1   0．01   

その他の果実  0．73   3．9   2．85   5．9   4．31   1．4   1．02   1．7   1．24   

茶   22．3   3．0   66．9   1．4   31．2   3．5   78．0   4．3   95．9   

合計  296  180  289  334   

注）・残留値は、申請されてい早使用時期・回数のうち平均残留値の最大値を用いた（参照別紙3）。   

・仔：平成10年－12年の国民栄養調査（参照68－70）の結果に基づく農産物摂取量勧人／日）．   

・摂取丑：残留値及び農産物摂取生から求めたタロルフェナビルの推定摂取丑（膵／人／日）。   

・「きょうな」についてはみずなの平均残留値を用いた．   

・「その他のアブラナ科野菜」には、ひろしまな、非結球メキャベツ、さんとうさい、茎プロツコリー及びなば  

なが含まれるが、平均残留値の高い非結球メキャベツの値を用いた。   

・「レタス」には、レタス、リーフレタス及びサラダ菜が含まれるが、平均残留値の高いサラダ菜の値を用い  

た。   

・「その他のきく科野菜」には、ふき、すいぜんじな、食用ぎく及びよもぎが含まれるが、平均残留値の高いす  
いぜんじなの値を用いた。   

・「その他のゆり科野菜」には、菓にんにくの残留値を用いた。   

・「その他のせり科野菜」にはあしたば、コリアンダー及びつわぶきが含まれるが、平均残留値の高いコリア  

ンダーの値を用いた。   

・「トマト」には、トマト及びミニトマトが含まれるが、平均残留値の高いミニトマトの値を用いた。   

・「その他のなす科野菜」には、ししとう及び伏見甘長とうがらしが含まれるが、平均残留値の高いししとう  

の値を用いた。   
・「その他のうり科野菜」には、にがうりの平均残留値を用いた．   

・「その他の野菜」には、みょうが、モロヘイヤ、はすいも、未成熟エンドウ、エンサイ、やなぎたで及び食用プ  

リムラが含まれるが、平均残留値の高いやなぎたでの値を用いた。   

・「その他のかんきつ」には、ゆず及びさんしょうが含まれるが、平均残留値の高いさんしょうの値を用い  

た。   

・「その他の果実」には、いちじく及びゴレンシが含まれるが、平均残留値の高いゴレンシの値を用いた。   

・「あずき」、「かんしょ」、「すいか」及び「なっみかん（果肉）」については全ての値が定量限界未満であったた  

め、摂取量の算出には用いなかった。  
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